
天
正
遣
欧
使
節
と
ポ
ー
ラ

ン
ド

隠
さ
れ
た
絆

リ

ユ

ド

ミ

ー

ラ

・

M

・

エ

ル

マ

コ

ー

ワ

天正遣 欧使節 とポーラン ド

は
じ

め
に

本
稿
の
目
的
は
、
あ
る
偶
然
を
き

っ
か
け

に
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た

一
つ
の
歴
史
的
資
料
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。
四
〇
〇
年

の
歳
月

に
わ
た

っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
大
学
図
書
館

の
書
庫

に
眠
り

つ
づ
け
て
い

た
こ
の
資
料
は
、
日
本
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
最
初

の
出
会

い
を
証
明
す
る
貴

重
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料

の
発
見

の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
本
稿

の
最

後

に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
資
料

に
関
す
る
簡

略
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
き
た
い
。

今
回
発
見
さ
れ
た
の
は
、

一
五
八
二
年

に
長
崎
か
ら
出
帆
し
ヴ
ァ
チ
カ
ン
を

訪
ね

ロ
ー

マ
教
皇

の
謁
見
を
賜

っ
た
天
正
遣
欧
使
節

一
行
の

一
人

に
よ
る
自
筆

の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
赤

い
紙

に
十
六
世
紀

の
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ

た
書

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
旧
約
聖
書

の
詩
篇

か
ら
と
ら
れ
た
二
つ
の
ダ
ビ
デ

の

聖
歌

の

一
部
が

ラ
テ
ン
語
と
日
本
語
両
方

で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

日
本
語
は

一
人

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
依
頼

に
よ

っ
て
、
遣
欧
使
節
の

一
人
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か

っ
て
い
る
。

で
は

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
な
る
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
い
か
な
る
人
物
か

と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
彼
は
カ
ト
リ

ッ
ク
の
聖
職
者

で
後
に
は
枢
…機
卿
に
選

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
高
名
な
宗
教
家
で
あ
る
。
そ
し
て
天
正
遣
欧
使
節
が

ロ

ー

マ
に
滞
在
し
て
い
た

一
五
八
五
年
に
は
、
彼
も
ま
た
ポ
ー
ラ
ソ
ド
国
王
の
使

者
と
し
て
ロ
ー

マ
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、

ロ
ー

マ
と
い
う
場

所

で
、
こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
遣
欧
使
節

の
少
年
た
ち
と
出
会

っ
た
の
で
あ
る
。

翌
年

の

一
五
八
六
年
、

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

へ
帰
国
す
る
事
に

な
る
が
、
そ
の
際

に
ダ
ビ
デ

の
聖
歌
を
記
し
た
こ
の
書
を
持
ち
帰
る
事
を
忘
れ

な
か

っ
た
。
そ
し
て

一
五
九
九
年
に
は
こ
の
書

は

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
命
に

よ

っ
て
彼

の
イ

ニ
シ
ャ
ル
と
紋
章
を
あ
し
ら

っ
た
銀
製

の
額
に
お
さ
め
ら
れ
ク
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ラ
ク
フ

・
ア
カ
デ

ミ
ー
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
四
〇
〇
年
も

の
あ
い

だ
こ
の
書

は
人

の
目
に
触
れ
ら
れ
る
事
も
な
く
、
図
書
館

の
書
庫
の
片
隅

で
保

管
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
九
州

の
天
草
で
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
語

で
書
か
れ
た

一
枚

の
メ
モ
が
展
示

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
日
本

人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
の
接
触

の
記
録
は
、

さ
ら
に
長

い
あ

い
だ
歴
史

の
闇
に

取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
ろ
う
。

以
下

で
は
、
こ
の
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
資
料

の
成
立
に
関
係
し
た
人
物
、
そ

し
て
そ
の
舞
台
と
な

っ
た
四
〇
〇
年
前

の
日
本
、
ヴ

ァ
チ
カ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
歴
史
的
な
状
況
に

つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

日
本
、
九
州

十
六
世
紀
と
い
う
の
は
イ

エ
ズ
ス
会

の
本
格
的
な
布
教
活
動

の
始
ま
り
の
世

紀
で
あ
る
。
こ
の
壮
大
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
み
な
ら
ず
、
東
洋

の
国
々

へ
と
布
教
し
、
世
界
全
体
を
覆
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。

イ
グ
ナ
チ
ウ

ス
・
ロ
ヨ
ラ
に
よ

っ
て

一
五

三
四
年
に
創
立
さ
れ
た
イ

エ
ズ

ス

会
は
、

一
五
四
〇
年

に
ロ
ー
マ
教
皇

に
よ
り
修
道
会
と
し
て
公
式

に
認
可
さ
れ

る
と
、
ま
も
な
く
反
宗
教
改
革

の
基
盤
と
呼
ぼ
れ
る
ほ
ど

の
権
力
や
影
響
力
を

も

つ
に
い
た

っ
た
。
イ

エ
ズ

ス
会
は
と
り
わ
け
国
家
統
治

へ
の
強
い
関
心
を
持

っ
て
お
り
、
布
教
活
動
を

つ
う
じ
て
社
会

の
様
々
な
領
域

へ
と
手
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
活
動

の
根
本
に
あ

っ
た
の
は
改
宗
運
動

(プ

ロ
ゼ

リ
テ
ィ
ズ
ム
)
と
教
育

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
現
地
語

に
よ
る
宣
教
と
告
解
を

重
視
し
た
。

イ

エ
ズ
ス
会
は
創
立
後
ま
も
な
く
、
強
力
な
教
育
機
関

へ
と
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
布
教
活
動

の
中
心

に
教
育
を
据
え
る
こ
の
方
針

は
、
宗
教
改

革
運
動
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
多
く
の
側
面

の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

成
績
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
現
在

の

一
般
的
な
教
育
機
構
を
支
え
て
い
る
教
育

原
理
は
そ
の
当
時

の
産
物

で
あ
る
。
ま
た
無
料
教
育
も
イ

エ
ズ
ス
会
の
活
動

に

由
来
し
て
い
る
。
イ

エ
ズ

ス
会

の
も
う
ひ
と

つ
の
取
り
組
み
は

エ
リ
ー
ト
養
成

　
　

　

を
目
的
と
し
た
上
流
階
級
の
子
息

の
教
育
で
あ

っ
た
。

布
教
活
動
に
お
い
て
教
育
を
重
視
す
る
こ
の
方
針

は
、
イ

エ
ズ

ス
会
が
布
教

事
業
を
推
し
進
め
た
す
べ
て
の
活
動
地
域
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ぽ
、

一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
九
州
や
本
州
西
部
に
お
い
て
神
学
校

の
開

校
が
行
な
わ
れ
る
と
同
時

に
、
も
う

一
つ
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ

ソ
ド
や
リ
ト
ア
ニ
ア
で
影
響
圏

の
拡
大
を
図

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
ヴ

ァ
チ
カ
ン
の
指
示

に
基
づ
い
て

一
五
七
七
年

に
創
立
さ
れ
た

ギ
リ
シ
ア
の
ア
フ
ァ
ナ
シ
ー
神
学
校

で
修
行
す
る
た
め
に
西

ロ
シ
ア
か
ら
数
人

の
男
子

の
募
集
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
の
応
募
資
格
は

「適
法
な
結
婚

で

生
ま
れ
、
ギ
リ
シ
ア
正
教

の
伝
統
で
教
育
さ
れ
た
十
二
歳
か
ら
十
八
歳

の
男

の

子
で
、
性
格
が
よ
く
、
学
業
に
相
応
し
い
知
性
を
持
ち
、
ま
た
修
行
が
終
わ

っ

　
　

　

た
後
で
故
郷
に
戻
り
た
く
な
る
よ
う

に
、
親
戚
を
有
す
る
も

の
」

で
あ

っ
た
。

イ

エ
ズ
ス
会
の
布
教
活
動
に
と

っ
て
最
大

の
障
害

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
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天正遣欧使 節 とポ ーラソ ド

現
地
の
在
来

の
宗
教
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
そ
し
て
ギ

リ

シ
ア
正
教
、
日
本
に
お
い
て
は
仏
教

の
諸
宗
派
や
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
信
仰

で

あ

っ
た
が
、
イ

エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
や

コ
レ
ジ
オ
を
各
地

に
設

営
し
、
布
教
活
動
を
つ
う
じ
て
宗
教
生
活
の
全
体
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
。

日
本

へ
の
最
初

の
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
五
四
九
年

に
日
本
を
訪
れ
た
イ

エ
ズ

ス
会
士

フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
に

よ
る
も

の
で
あ
る
。
ザ
ビ

エ
ル
神
父
を
は
じ
め
と
し
た
宣
教
師

た
ち
の
精
力
的

な
布
教
活
動
は
、
こ
の
国
に
お
い
て
ま
も
な
く
多
く

の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
を
獲

得
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ

エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
こ
の
布
教
活
動

の
成
功

の
背
景

に
は
、
歴
史
的
、
政
治
的
、
ま
た
経
済
的
な
要
因
が
存
在
し
た
こ
と
も
確
か
で

あ
る
が
、

一
方

で
ザ
ビ

エ
ル
と
い
う
人
物

の
魅
力
や
彼
と
共
に
来
日
し
た
宣
教

師
た
ち
の
熱
狂
的
な
努
力
を
軽
視
す
る
事
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
宣
教
師
た

ち
は
日
本
語
を
身
に
付
げ
、
神
学
校
や
印
刷
所
を
設
立
し
、
宗
教

の
範
囲
を
超

え
て
日
本
文
化
の
様
々
な
領
域

へ
と
深
く
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
当
時

の

日
本
を
実
質
上
統
治
し
て
い
た
織
田
信
長
は
イ

エ
ズ
ス
会
士
ら
の
活
動
に
大
変

興
味
を
示
し
、
仏
教

の
僧
侶
と
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
語
り
合
う
宗
教
討
論
を

京
都
で
開

い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
あ
る
推
計
に
よ
る
と
、

一
五
八
○
年
に
は
国
内

の
教
会
堂

の
数
は
二
百
を
数
え
、
ま
た
カ
ト
リ

ッ
ク
へ
の
改
宗
者
の
数
は
数
十

万
に
も

の
ぼ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
五
八
二
年

一
月
、
日
本
で
の
布
教
活
動

の
様
子
を
視
察

に
き
て
い
た
イ

エ

ズ

ス
会

巡

察

師

ア

レ

ッ
サ

ソ
ド

ロ

・
ヴ

ァ

リ

ニ
ャ
ー

ノ

は
、

九

州

の
三

人

の
キ

リ

シ

タ

ソ
大

名

、

す

な

わ

ち

大

友

宗

麟

(洗

礼
名

フ
ラ

ン

シ
ス

コ
)
、

有

馬

晴

信

(プ

ロ
タ
ジ

オ
)
、

そ

し

て
大

村

純

忠

(
バ

ル
ト

ロ
メ
オ
)

の
援

助

の
も

と

に
遣

欧

使

節

を

計

画

し

て

い

る
。

こ

の
使

節

の
目

的

は

一

つ
に

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
す

ぐ

れ

た
文

物

に
日

本

人

を
触

れ

さ

せ

て
、

日

本

人

の
キ

リ

ス
ト
教

世

界

観

を

一
変

さ

せ

る

こ

と

に
あ

っ
た
が

、

同

時

に

ま

た
、

イ

エ
ズ

ス
会

に

よ

る

日

本

で

の
布

教

活

動

の
成

果

を

ロ
ー

マ
教

皇

を

は

じ

め

と

し

た

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の

キ

リ

ス
ト

教

世

界

に
報

告

す

る

た

め

の
も

の
で

も

あ

っ
た
。

も

ち

ろ

ん
、

両

方

と

も

に
政

治

的

、

経

済

的

な

意

図

も

持

っ
て

い
た

。

遣

欧

使

節

に
選

ば

れ

た

の
は
有

馬

セ

ミ

ナ

リ

オ

で
教

育

を

受

け

て

い
た

十

二

か

ら
十

三

歳

の
教

養

あ

る

四
人

の
少

年

、

伊

東

マ

ソ

シ

ョ
、

千

々
石

、・・
ゲ

ル
、

中

浦

ジ

ュ
リ

ア

ソ
、

原

マ

ル

チ

ノ

で
あ

る
。

彼

ら

は
、

ヴ

ァ
リ

ニ
ャ

ー

ノ
神

父

に
随

伴

さ

れ

、

一
五

八

二
年

二

月

二
十

日

に
長

崎

か

ら
出

航

し

た
。

太

平

洋

、

イ

ン
ド

洋

、

そ

し

て
大

西

洋

に
ま

た
が

る
航

海

の
途

上

で
、

彼

ら

は

マ
カ

オ
、

ゴ

ア
、

モ
ザ

ソ
ピ

ー

ク

に
立

ち

寄

っ
て

い
る

。

ア

フ
リ

カ
大

陸

は
喜

望

峰

へ
と

迂

回

し
、

サ

ン

タ

・
エ

レ

ー

ナ
島

を

経

て
、

一
五

八

四
年

八
月

十

日

ポ

ル
ト

ガ

ル

の

リ

ス
ボ

ン

に
到

着

し

た

。

さ

ら

に

一
行

は

イ

ヴ

ェ
リ

ア
半

島

を

グ

ア
ダ

ル

ー

ペ

か
ら

ト

レ

ー
ド

、

マ
ド

リ

ー
ド

、

そ

し

て

ベ

ル

モ

ン

テ

と
陸

路

で
横

断

し

、

地

中

海

に

面

し

た

ス

ペ
イ

ソ

の
町

ア
リ

カ

ン

テ

へ
向

か
う

。

ア
リ

カ

ン
テ

か

ら

イ

タ

リ

ア

の

リ
ヴ

ォ

ル

ノ
港

行

き

の
船

に
乗

り
込

ん
だ

の

は

一
五

八

五

年

二

月

七

日

の
こ

と

で
あ

っ
た
。

地

中

海

で

は

途

中

マ

ヨ
ル

カ
島

を
経

由

し

、

同

年

三
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月

一
日

に

イ

タ

リ

ア

の

リ
ヴ

ォ

ル

ノ

へ
上

陸

。

ピ

サ
、

フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ
そ

し

て

シ

エ
ナ

と

い

っ
た

イ

タ

リ

ア

の
町

々

を

巡

り

、

一
五

八

五

年

三

月

二
十

二

日

つ

　
ヨ

　

い
に
ロ
ー

マ
に
到
着
し
た
。
九
州
を
出
発
し

て
か
ら
、
実
に
三
年
を
越
す
歳
月

が
経

っ
て
い
た
。

ロ

ー

マ

、

ヴ

ァ

チ

カ

ン

遣

欧

使

節

が

ロ
ー

マ

へ
到

着

し

た
時

代

は

、

教

皇

グ

レ

ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

に

よ

る
、

カ

ト

リ

ッ
ク
教

会

の
改

革

の
時

代

で

あ

っ
た
。

グ

レ

ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

が

教

皇

に
選

出

さ

れ

た

の

は
、

一
五

七

二
年

の

こ
と

で
あ

る

が

、

彼

は

、

ト

レ

ン
ト

公

会

議

(
一
五

四

五
-

一
五

六

三
)

に

よ

っ
て

提

唱

さ

れ

た

カ

ト

リ

ッ
ク

の

テ

ー
ゼ

を

実

現

す

べ

く

教

会

改

革

の
推

進

に

力

を

注

い
だ

。

ち

な

み

に
、

こ

の
公

会

議

に

お

い

て

カ

ト

リ

ッ

ク

の

テ

ー

ゼ

は

現

代

の

そ

れ

に
近

い
形

で
提

唱

さ

れ

、

プ

ロ
テ

ス
タ

ン

ト
と

一
線

を

画

し

た

こ

と

が

良

く

知

ら

れ

て

い

る
。

ロ
ー

マ
教

皇

と

な

っ
た

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三
世

は

、

改

宗

運

動

や

イ

エ
ズ

ス

会

の
教

育

機

関

の
設

立

を

重

視

し

て

い

た
。

ロ
ー

マ
の

み

な

ら
ず

、

英

国

の
ド

ナ
イ

と

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

の
ポ

ン

ア

ム

ッ
ソ

ン
に

は

コ

レ
ジ

オ
が

設

立

さ

れ

、

グ

ラ

ー

ツ
、

ウ

ィ
ー

ン
、

プ

ラ

ハ
、

ア
ゥ

ス
ブ

ル
グ

、

ミ

ラ

ノ
、

そ

の
他

の

い

く

つ
か

の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
都

市

に

は
、

彼

に

よ

っ
て
設

立

さ

れ

た

、

あ

る

い
は

彼

に

よ

っ
て
維

持

さ

れ

た

セ

ミ

ナ

リ

オ
が

存

在

し

て

い
た

。

ま

た
、

日

本

で

も

三

つ
の
神

学

校

が

開

設

さ

れ

て

い

る
。

教

皇

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

は
、

そ

の
十

三

年

の
在

位

期

間

に
、

ロ
ー

マ
市

内

に
二
十
三
も
の
コ
レ
ジ
オ
付
属

の
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
校
を
設
立
し
、
ま
た

コ
レ

ジ
オ
自
体
に
た
い
し
て
も
経
済
的
な
援
助
を
与
え

て
い
た
。
宣
教
活
動
や
各
々

の
布
教
地
域
で
の
教
育
も
そ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
拡
大
さ
れ
、
例
え
ば

ロ
シ
ア

の
イ
ワ
ン
四
世

に
対

し
て
ま
で
も

カ
ト
リ

ッ
ク

へ
の
改
宗
を
迫

っ
た
ほ
ど
で

あ
祝
・

と
こ
ろ
で
、

一
五
八
五
年
三
月
二
十
二
日
に
ロ
ー

マ
に
到
着
し
た
遣
欧
使
節

た
ち
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
本
部

に
宿
泊
し
た
。
翌
二
十
三
日
に
は
さ

っ
そ
く
ヴ

ァ

チ
カ
ソ
宮
廷
内

の

「帝
王

の
問
」

に
お
い
て
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世
の
謁

見
を
賜
る
。
そ
し
て
四
月
三
日

に
は
、
織
田
信
長
か
ら

の
贈
り
物
と
し
て
豪
華

な
屏
風
を
教
皇
に
献
上
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
七
日
後

の
四
月
十
日
に

高
齢

の
教
皇

は
息
を
引
き
取

っ
た
。
四
月
二
十
五
日
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三

世
の
跡
を
継
い
で
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
が
教
皇

に
選
出
さ
れ
る
と
、
翌
日
さ

っ

そ
く
遣
欧
使
節
は
新
し
い
教
皇

の
謁
見
を
賜

っ
た
。
ま
た
五
月

一
日
に
遣
欧
使

節

は
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
の
戴
冠
式

に
参
列
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
月
十

一
日

に
は
ロ
ー

マ
市
民
会
で
遣
欧
使
節
に
対
す
る
ロ
ー

マ
市
民
権
が
認

め
ら
れ
、
二

十
九
日
に

ロ
ー
マ
市
民
会

へ
招
待
さ
れ
た
使
節
た
ち

ヘ
ロ
ー

マ
市
民
権
証
書
が

授
与
さ
れ
、

ロ
ー
マ
の
貴
族

の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
遣
欧
使
節

の

ロ
ー
マ
で
の
短

い
滞
在
中

の
主
な
出
来
事

で
あ
る
。
同
年
五
月
二
十
六
日
に
、

使
節

た
ち
は
、
教
皇
か
ら
、
大
友
、
有
馬
、
大
村
侯

へ
の
返
書
を
拝
受
し
て
い

る
。
六
月
二
日
に
教
皇

の
も
と

へ
別
離

の
挨
拶
に
伺

い
、
そ
の
翌
日
に
ロ
ー

マ

を
発

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ペ
ル
ー
ジ
ャ
、

ロ
レ
ー
ト
、
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
、
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ミ

ラ

ノ
、

ジ

ェ
ノ

ヴ

ァ
、

バ

ル

セ

ロ
ナ
、

モ

ン

セ

ラ

ー

ト
、

モ

ン

ソ

ソ
と

い

っ

た

イ

タ

リ

ア
や

ス

ペ
イ

ン

の
町

を
訪

れ

リ

ス
ボ

ソ
港

か
ら

日
本

を

目

指

し

て
出

　
ら

　

帆
し
た
の
で
あ
る
。

日
本

の
遣
欧
使
節

の
訪
問

の
報

せ
は
、
ヴ

ァ
チ
カ
ン
や

ロ
ー
マ
の
み
な
ら
ず
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
に
ま
た
た
く
ま
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
。
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
大
統
領

は
、
当
時

の
著
名
な
画
家
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト

に
彼
ら

の
肖
像
画

(現
在
未
発
見
)

の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
訪

問
中
の
日
本
人
を
描
く
書
物
、
四

人

の
少
年
使
節
そ
れ
ぞ
れ

の
銅
版
画
に
よ
る
肖
像
画
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で

発
行
さ
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀

に
か
け
て
出
版
さ
れ

た
日
本

に
関
す
る
多
く
の
書
物

に
こ
の
訪
問

の
記
述
が
掲
載
さ
れ
た
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
日
本

の
少
年
使
節

の
来

訪
の
情
報
を
人
々
に
す
ば
や
く
伝

え
た
の
は
、
十
六
世
紀
特
有

の
小
さ
な
冊
子
、

つ
ま
り
9
⇒
ρ
器
8
口
叶言
鋤
と
呼

ば
れ
る
現
代

の
新
聞

の
よ
う
な
出
版
物

で
あ

っ
た
。
イ
タ
リ
ア
人
研
究
者
〉
・

しd
o
ωo
費
o
に
よ
れ
ば
、
当
時
出
版
さ
れ
た
遣
欧
使
節

の
来
訪
を
知
ら
せ
る
冊
子

は
七
十

八
種
類

に
も
の
ぼ

っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
四
十
九
冊
は
訪
問
の
年
で

あ
る

一
五
八
五
年

に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
冊
子
の
な
か
で
、
お
そ
ら
く
最
初

の
も

の
は
い
Φ
暮
Φ
轟

鋤目

巴
①

勺
o詳
簿
鋤
魯

Z
o<
o
α
巴

O
冨
b
o昌
Φ
U
餌
一
ω
お
昌
o
ユ

諺
日
σ
霧
o
貯
けo
ユ

U
①
=
①

o
o
ω①
一≦

ω
二
〇8
ωω
①
一、四
昌
昌
o
]≦
一)
区
い
×
×
×
H押
ヨ

<
Φ
コ
①
口
P

》
ロ
O
お
ωωo
H

　
　

　

9
0
津
い
竃
・U
・
い
×
×
×
<
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
日
本

か
ら

の
使
節
が
ま
も
な

く
来
訪
す
る
旨
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
大
量
に
出
版
さ
れ
た
冊
子

の

多

く

は

一
五

八
五

年

三

月

二
十

三

日

に
行

わ

れ

た

教

皇

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

の
謁

見

を
報

告

し

た

「
>
o
β

O
o
昌
匹
ω
け
o
『
出

勺
く
げ
財
o
①

国
×
三
甑

什Φ

〉
●ψ
U
・Z

●

○
お

ひq
o
ユ
o

℃
9
づ
蝉

×
目
H
・
幻
Φ
ひq
<
目

貯

づ
〇
三

〇
暑

ヨ

い
Φ
ひq
鋤
口
ω

幻
o
琶

蝉
ρ

U
凶Φ

×
×
H
H
H・

]≦
彎

昏

旨

罎

.U
・

い
×
×
×
<
・

国
×

諺
<
8
ユ
け
讐

Φ

ω
二
b
Φ
ユ
霞

く
日

・

菊
○
目

動
ρ

>
b
信
α
国
螽

づ
9
ω
o
=
目

N
鋤
コ
簿
ε

ヨ

・
竃

・
U
・い
×
×
×
<
」

か

ら

の
転

載

　
ア

　

で
あ

っ
た

。

ま

た
、

教

皇

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

の
死

後

に
は

『
短

い
報

告

』

と

い

う
教

皇

シ
ク

ス

ト

ゥ

ス
五

世

の
謁

見

に
関

す

る
冊

子

が

出

版

さ

れ

て

い

る
。

遣

欧

使

節

に
関

す

る

出

版

物

は

イ

タ

リ

ア
国

内

ば

か

り

で

は
な

く

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

全

土

に

お

い

て
数

多

く

出

版

さ

れ

た
。

イ

タ

リ

ア

の
o
ヨ
ρ
二
Φ
o
Φ
暮

ぎ
鋤
も

イ

タ

リ

ァ
語

お

よ

び

ラ

テ

ン
語

か

ら

い
く

つ
も

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

の
言

語

へ

　
　

　

と

翻

訳

さ

れ

て

い
る

。

こ
れ

ら

の
冊

子

の
数

は

実

に
膨

大

な

も

の

に

な

る

が

、

そ

れ

ら

の

中

で
、

こ

こ

で

は

た

だ

一

つ

の

も

の

に

注

目

し

た

い
。

そ

れ

は

錻
b
鋤
巳
o
同
く
ヨ

閑
①
σq
<
目

い
Φ
ぴq
鋤
訟
ρ

勾
o
]B
9
①

o
o
『
四
日

ω
=
日
目

o

℃
0
9
庄

o
ρ

O
お
σq
o
ユ
o

区
目
H
.
卜○
ω
・
]≦
髯

什昌

げ
鋤
甑
β

"
餌
昌
づ
o

霸

○。
α
・
唇
ミ

"ミ

ミ
壁
§

僑
無

ひ
ミ
ミ
。。
ミ

ら
ミ
ミ

譜

象
§

ミ

ミ

寶

ミ
僑
§

o
ミ

ミ

鳴
と

い
う

冊

子

で
あ

る

が

、

こ

れ

は
》
o
富

0
8

忽
ω
8

長

の
情

報

に
、

オ

ル

テ

リ

ウ

ス

の

『
日

本

列

島

の
簡

略

　
　

　

描
写

(しu
蕊
ミ
⑦
b
§

§
§

ミ
鬟
§

§

§
軌§
鳴)』
か
ら
引
用
さ
れ
た
日
本
に
関

す
る
わ
ず
か

一
頁

に
も
満
た
な
い
記
述
が
付
け
加
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ

の
冊
子
が
、
私
た
ち
に
と

っ
て
と
り
わ
け
興
味
深

い
の
は
、
そ
の
奥
付
に
記
さ

れ
た
出
版
さ
れ
た
土
地

の
地
名

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

肉
O
§
匙
魯

§

ミ
鉱

ぎ

ミ
ら
蹄
ミ

ミ

§

§
§
鳴
ミ
ミ
M

肉
味

bd
O
ミ
O
ミ

魯
魯

愚

ミ
鉱
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卜
N§
§

織
ミ

§

切
§

ミ
ミ
耋

肉
妹
O
ミ

s

ミ
龕

、
ミ

◎
聴
更
ミ
匙

卜
轟
ミ

§

卜
§
詰
o

b
◎
§
§

斜

N
鵑

笥
。

つ
ま

り

こ

の
冊

子

は

ロ

ー

マ
と

ボ

ロ
ー

ニ
ア

と

同

時

に
、

当

時

の
ポ

ー

ラ

ソ
ド

共

和

国

の
首

都

で
あ

っ
た

ク

ラ

ク

フ
で

も

出

版

さ

れ

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

ち

な

み

に
○
窪

o
ヨ
鋤

い
鶴

蝉
ユ
と

は

ク

ラ

ク

フ

に

存

在

し

た

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
最

も
古

い
出

版

社

の

一
つ
で
あ

る
。

ま

た
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

で
出

版

さ

れ

た

も

う

一
つ

の
遣

欧

使

節

に
関

す

る
出

版

物

は
現

在

の

リ

ト

ア

ニ
ア

の
首

都

で
あ

る
ヴ

ィ
リ

ニ
ウ

ス

(当

時

の
名

称

は

ヴ

　り
　

イ
リ
ノ
市

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
統
治
下

に
あ

っ
た
)
で
出
版
さ
れ
た
も

　ロ
　

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
記
述

は
>
6
鐙

O
o
口
忽
ω8
註

か
ら

の
借
用

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
未
知

の
世
界
か
ら
訪
れ
た
遣
欧
使
節

に
関
す
る
情
報
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ほ
と
ん
ど
同
時

に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

へ
も
伝
わ

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い

っ
た
遣
欧
使
節

に
関
す
る
石
版
印
刷
に
彩
ら
れ
た
冊
子
の
大
量
な
出

版

の
勢
い
は
、

一
五
八
六
年

に
グ
イ
ー
ド

・
グ

ワ
ル
チ
エ
リ
の

『遣
欧
使
節

の

　ね
　

報
告

"
イ
タ
リ
ア
来
訪
か
ら
リ
ス
ボ
ン
出
航
ま
で
』
と
い
う
書
物

の
出
版
を
契

機

に
と
た
ん
に
衰
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
物
は
、
遣
欧
使
節

の
来
欧
か
ら
、

イ
タ
リ
ア
滞
在
、
そ
し
て
翌
年

の
リ
ス
ボ
ソ
港
か
ら
の
出
航
ま
で
、

つ
ま
り
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
滞
在
期
間
を
包
括
的
に
記
述
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
降
の
書
物

の

大
半

は

『遣
欧
使
節

の
報
告
』
か
ら
の
翻
訳
、
あ
る
い
は
こ
の
書
物

へ
の
参
照

と
い
う
形
を
と

っ
た
の
で
あ

る
。
念

の
た
め
に
書

い
て
お
け
ば
、
グ
ワ
ル
チ

エ

リ
の
こ
の
書
物

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
筆
者

の
文
書

の
発
見
と
も
直
接
の
関
係

が
あ
る
た
め
、
後
で
ま
た
触
れ
る
こ
と
に
な

る
。

ロ
ー

マ
訪
問
中

の
使
節

た
ち
の
報
せ
は
ロ
シ
ア
へ
も
さ
ま
ざ
ま
な
翻
訳
を
通

じ
て
伝
わ

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
も
の
の

一
つ
に
、
次
の
記
述
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
「
こ
の
宮
廷
は
、
日
本
か
ら
の
使
節
た
ち
を
、
最
大
級

の
も

て
な
し

を
も

っ
て
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
に
カ
ピ
ト
リ
オ
が
丘
を
訪
れ
た
使
節
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
教
皇
は
彼
ら
を

　お
　

抱
き
な
が
ら
、
感
動

の
あ
ま
り
そ
の
頬
を
涙
で
濡
ら
し
た
」
。

確
か
に
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ

ス
十
三
世

に
と

っ
て
遣
欧
使
節

の
訪
問
が
長
年

の

努
力
の
成
果
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ぽ
、
彼

の
感
動
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ

う
。日

本
の
遣
欧
使
節
が
教
皇

の
宮
廷
に
到
着

し
た
の
は
、
彼

の
人
生
最
後

の
年
、

最
後
の
月
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
訪
問
は
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世
の
人
生
に

お
け
る
も

っ
と
も
重
要
な
出
来
事
、
あ
る
意
味
で
は
最
後
の
達
成
と
い
う
ふ
う

に
考
え
ら
れ
よ
う
。
現
代

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
電
子
百
科
事
典
は
、
教
皇
グ

レ
ゴ

リ
ウ
ス
十
三
世

の
伝
記
的
記
述

の
中

で
、
「彼

の
教
皇
在
位
期
間

で

一
番
幸
せ

な
瞬
間
は
疑

い
も
な
く

一
五
八
五
年
三
月
二
十
二
日
の
遣
欧
使
節

の
来
訪
で
あ

り
、
彼
ら
は

〈
…
…
〉
日
本

に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
に
宣
教
師

を
送

っ
た
教
皇

の
父
の
よ
う
な
気
遣

い
の
お
礼
に
ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
」
と
書

い

て
い
る
。

こ
の
旅
は
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
八
年
半
も
か
か

っ
て
い
る
。
彼
ら
が

ロ

ー

マ
を
発

っ
た
後
、
こ
の
町
は
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世

に
よ
る
思
い
切

っ
た
改
革

の
時
代

へ
と
進
ん
で
い
く
。
次
々
と
新
し
い
様
式

の
建
造
物
が
建
て
ら
れ
、

ロ
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ー

マ
は
バ

ロ
ッ
ク
的
な
都
市

へ
と
変
貌
し
て

い
っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時

に
、

教
皇

の
権
力
は
日
ご
と
に
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
日
本
は
と
い
え
ぽ
、

イ

エ
ズ
ス
会
士
た
ち
を
擁
護
し
て
き
た
織
田
信
長
は
遣
欧
使
節
が
長
崎
を
出
発

し
た
四
ヶ
月
後
に
殺
害
さ
れ
、
天
下
統

一
を
は
た
し
た
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
キ
リ

シ
タ
ン
弾
圧

の
時
代
が

は
じ
ま

っ
た
の
で
あ

る
。

ポ

ー
ラ
ン
ド
共
和
国

こ

の

よ
う

に
、

一
五

八

五
年

の
春

か

ら
夏

に

か
け

て

、

遣

欧

使

節

の
四

人

の

少

年

は

ロ
ー

マ
に
滞

在

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

彼

ら

は

、

こ

の
地

に

お

い

て
、

い

つ

の

こ

と

か

は

は

っ
き

り

し

な

い
が

こ

の

二

ヶ
月

の
滞

在

の
あ

い
だ

に
ポ

ー

ラ

ン
ド

人

の
聖

職

者

ベ

ル

ナ

ル
ド

・

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー
と

出

会

っ
た

こ

と

に

な

る

。

今

回
筆

者

が

見

つ
け

た

文

書

は
、

こ

の
出

会

い

か
ら

生

み
出

さ

れ

た
も

の

で
あ

る
。

そ

れ

で

は
、

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

と

は

い

っ
た

い
ど

う

い

っ
た

人

物

だ

っ
た

の

か
。

こ

こ

で

は

ま

ず

、

彼

が

ポ

ー

ラ

ソ
ド

の

み

な

ら
ず

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
文

化

の
さ

ま

ざ

ま

な
分

野

へ
大

き

な

影

響

を
与

え

た
重

要

な

人

物

の

一
人

で
あ

る

と

い
う

こ
と

を

確

認

し

て

お

く

べ

き

で
あ

ろ

う

。

　
ほ
　

ベ

ル

ナ

ル
ド

・

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

は

一
五

四

八

年

に
東

ポ

ー

ラ

ン
ド

の

ル

ブ

リ

ン
市

で
生

ま

れ

て

い

る
。

ル
ブ

リ

ン
市

は

歴

史

の
長

い
町

で
、

ポ

ー

ラ

ソ

ド

で

も

っ
と

も

古

い
教

会

(九

八

六
年
建

立

)

の

一

つ
は

こ

の
町

に

あ

る

。

ま

た
、

ル
ブ

リ

ソ
城

は

一

一

一
五

年

に
起

源

を

も

つ
と

い

わ

れ

、

町

へ
侵

入

し

た

モ

ン
ゴ

ル
軍

に

よ

っ
て

一
度

破

壊

さ

れ

た

の
で

あ

る
。

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

は

ル
ブ

リ

ン
城

の
城

代

の
息

子

と

し

て
生

ま

れ
、

家

庭

教

育

を

受

け

た
後

、

ヴ

ィ

ー

ン

の
イ

エ
ズ

ス
会

神

学

校

で
勉

強

し

た
。

ジ

グ

ム

ン
ド

・
ア

ウ
グ

ス

ト
王

の

君

臨

中

(
一
五

四

八
i

一
五
七

二
)

の

一
五

七

〇

年

に
、

マ

チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

は
宮

廷

の
少

尉

と

し

て
職

を
得

る

。

子

供

の

い
な

か

っ
た

ジ

グ

ム

ソ
ド

の
死

後

、

ポ

ー

ラ

ソ
ド

の
政

治

体

制

は
選

挙

王

制

に
変

わ

り

、

ヘ
ン
リ

ク

・
ヴ

ァ

レ
ジ

ィ

が

即
位

す

る
。

し

か

し

彼

は
戴

冠

式

を

挙

げ

て

か
ら

わ
ず

か

四

ヶ
月

後

に
、

フ

ラ

ソ

ス
王

位

の
座

を

求

め

て
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

を

去

っ
て

し

ま

っ
た
。

新

た
な

国

王
選

挙

に

よ

っ
て
、

ポ

ー

ラ

ソ
ド

国

王

の
空

白

の
座

を

埋

め

た

の
は

ト

ラ

ン

シ

ル
ヴ

ァ

ニ
ア
公

ス

テ

フ

ァ

ン

・
バ

ト

ー

リ

で
あ

る
。

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

は
、

　め
　

こ
の
若
き
国
王
と
親
し
く
な
り
、
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
戦
争

の

一
連

の
戦
闘

に
参
加
し
、

自
ら
も

一
部
隊
を
提
供
す
る
ま
で
に
至

っ
て
い
る
。
彼
は

一
五
七
九
年

か
ら

一

五
八

一
年
に
か
け
て
こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。

こ
の
時
に
彼

は
イ

エ
ズ
ス
会
士
ピ

ョ
ー
ト
ル
・
ス
カ
ル
ガ
と
ス
タ
ニ
ス
ラ
ウ

　　
　

ス

・
ホ
シ
ウ
ス
と
の
親
交
を
深
め
、
彼
ら
の
説
教

に
感
化
さ
れ
、
兵
役
か
ら
退

き
、
ボ
リ
ス
ウ
ア
フ
市
長

の
職
を
辞
め
、
聖
職
者

へ
の
道
を
選
ん
だ
。

マ
チ

ェ

　り
　

ヨ
フ
ス
キ
ー
は
自
分

の
財
産
を
す
べ
て
ル
プ
リ
ソ
の
イ

エ
ズ

ス
会

に
寄
付
し
、

一
五
八
二
年

に
は
神
学
を
学
ぶ
た
め
に
ペ
ル
ー
ジ
ャ
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
に
赴

い

た
。

ロ
ー

マ
で
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
は
正
式
に
聖
職
者

の
地
位
を
得
る
こ
と
に

な
る
。
遣
欧
使
節
が

ロ
ー
マ
を
訪
れ
た
翌
年

の
一
五
八
六
年

に
彼
は
ポ
ー
ラ
ン

77



ド

に
帰

国

し

た

。

ス

テ

フ

ァ

ン

・
バ

ト

ー

リ
国

王

の
死

後

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
国

王
選

挙

が

始

ま

る
。

マ
チ

ェ
ヨ

フ

ス

キ

ー

は

ジ

グ

ム

ン
ト

三

世

ヴ

ァ
ー

サ
を

支

援

し

、

彼

が

一

五

八

八

年

に

即
位

し

た
後

、

マ
チ

ェ
ヨ

フ

ス
キ

ー

は

ル

ー

ッ

ク

そ

し

て
ブ

レ

ス

　　
　

ト
の
司
教
に
任
命
さ
れ
る
。
熱
狂
的
な
改
革
者
、
熱
狂
的
な
イ

エ
ズ
ス
会
士
だ

っ
た
彼

は
よ
く
自
分

の
管
轄

の
司
教
区
を
訪

れ
、
司
教
会
を
開
催
し
た
。

一
五

九

一
年

に
彼
の
活
躍
を
高
く
評
価
し
た
王
が

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
を
ヴ
ィ
リ
ノ

司
教
に
任
命
す
る
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国

の
大
法
官
サ
ピ

エ
(川.が
リ
ト
ア
ニ

ア
人
を
希
望
し
た
た
め
、
却
下
さ
れ
る
。

一
六
〇
〇
年
に
教
皇
自
身

の
任
命

で
、

ク
ラ
ク
フ
司
教
と
な

っ
た

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
神
父
の
た

め
に
書

か
れ
た
最
初

の
教
本

で
あ

る
、
有
名

な
=
ωけ
冒

斡
臼
ω冠

(『神
父

の

　の
　

手
紙
』
)
を
出
版
し
た
。
当
時

の
多
く

の
司

教
と
同
様

に
、

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ

ー
は
聖
職
者
と
し
て
の
役
職
を
務
め
な
が
ら
も
政
治
的
活
動

に
も
関
わ
り
、

ロ

ー
マ
滞
在
期
間
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
の
使
者
と
し
て
ふ
る
ま

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た

一
六
〇
三
年

に
教
皇

ク
リ
メ

ン
ス
八
世
か
ら
ω
鋤
づ
o什=

8
昌
巳
ω

鋤
耳
Φ
勹
o
昌
鋤
8

い
讐
ぎ
四
ヨ
の
称
号
を
授
け
ら
れ
、
枢
機
卿
に
任
命
さ
れ
る
。
さ

ら
に

一
六
〇
六
年
七
月
三
十

一
日
に
彼
は
グ

ニ
ェ
ズ
ノ
市

の
首
座
大
司
教

(プ

リ
マ
ス
)
と
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
聖
職
世
界

で
最
高

の
地
位

を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
活
躍
し
て
い
た
時

代
に
聖
イ
オ
ア
ン
洗
礼
者
大
聖
堂

や
聖
イ
オ
ア
ン
福
音
書
記
者
大
聖
堂
が
建

て
ら
れ
た
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ソ
ド
最
初

の
カ
マ
リ
ド
リ
ア
会

の
修
道
院
も
こ
の
時

に
建
設
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

一
六

〇
二
年

に
彼
は
ク
ラ
ク
フ
に
神
学
校
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
奇
跡
に
関
す
る
い

く

つ
か
の
伝
説
が

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
名
と
結
び

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
例
え
ぽ
、
彼
が
重
病

の
際

に
聖

ク

ニ
グ
ソ
ダ

(キ
ン
ガ
)
の
ミ
イ
ラ
の
方

へ
巡
礼
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
病
気
が
完
治
し
た
と
い
う
物
語
が
、
ク

ニ
グ

ン

　れ
　

ダ

崇

拝

の
拡

大

に

つ
な

が

っ
た

と

い
う

。

彼

が

、

偽

ド

ミ

ー

ト

リ

ー

の
代

理

の

　カ
　

男

と

マ
リ

ナ

・
ム

ニ
シ

ェ
ク

の
結

婚

式

で
神

父

の
役

割

を

も

果

た

し

た
。

ま

た

現

在

の

歴

史

学

や

美

学

の
領

域

で

は

い

わ

ゆ

る

「
マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

の
聖

書

」

が

注

目

を

浴

び

て

い

る
。

こ

の
壮

麗

な
装

飾

が

ほ
ど

こ

さ

れ

た
聖

書

は

十

三

世

紀

の
も

の

で
、

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー
が

ペ

ル

シ

ア

の

ア

ッ
バ

ス

・
シ

ャ

ー

　お
　

に

こ
れ

を
送

っ
た

と

い
う

。

マ
チ

ェ
ヨ

フ

ス
キ

ー
が

こ

の
世

を
去

っ
た

の
は

一
六

〇

八
年

の

こ
と

で
あ

る

。

ポ

ー

ラ

ン
ド

に

お
け

る
教

皇

の
大

使

、

教

皇

の
遣

外

使

節

、

司

教

の
称

号

も
有

し

て

い

た

ほ

ど

に
彼

の
権

力

が

ま

し

た

の
だ

。

彼

の
眠

る
墓

は

ク

ラ

ク

フ

の
バ

ベ

ル
城

の
教

会

に
、

イ

ェ
ジ

・
ラ

ジ

ヴ

ィ

ウ
司

教

、

ピ

ョ
ー

ト

ル

・
ス
カ

ル
ガ

や

ス

タ

ニ
ス

ラ

ウ

ス

・
ホ

シ
ウ

ス
と

い

っ
た
偉

大

な
宗

教

家

た

ち

と

並

ん

で

い

る

。

お

そ

ら

く

、

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー
は

当

時

の
も

っ
と

も

優

れ

た

カ

ト

リ

ッ

ク

教

の
活

動

家

と

呼

ば

れ

る

に
相

応

し

い
。

つ
い
最

近

ポ

ー

ラ

ン
ド

を

訪

れ

た

　ふ
　

ヨ

ハ
ネ

ス

・
パ

ウ

ル

ス
ニ
世

も

ク

ラ

ク

フ

で
行

わ

れ

た

説

教

の
な

か

で
、

ポ

ー

ラ

ソ
ド

教

会

史

だ

け

で

な

く

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
国

の
歴
史

、

文

化

的

記

憶

に
残

る

聖

職

者

と

し

て

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

の
名

を

挙

げ

て

い

た

ほ
ど

で
あ

る
。
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マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

の
及

ぼ

し

た

影

響

は

ポ

ー

ラ

ソ
ド

だ

け

に

は
限

ら

な

い
。

彼

の
名

は
、

様

々

な

批

判

に
さ

ら

さ

れ

な

が

ら

も

、

ロ

シ
ア
、

ベ

ラ

ル
ー

シ
、

　お
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
リ
ト
ア
ニ
ア
の
研
究

に
頻
繁

に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

疑

い
も

な

く
、
彼

の
人

生

を

貫

く

一

つ

の
運

動

東

方

帰

一
教

会

(d
口
巨

)
と
の
関
わ
り
に
あ
る
。
東
方
帰

一
教
会
と
は
ギ
リ
シ
ア
正
教
と
カ
ト

リ

ッ
ク
教

の
同
盟
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ベ
ラ

ル
ー
シ
や
西

ロ
シ
ア
の
い
く

つ
か

の
地
域

の
ギ
リ

シ
ア
正
教
徒
と
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
を

一
つ
の
信
仰
形
態
に
ま
と

め
た
も

の
で
あ
る
。
東
方
帰

一
教
会
に
所
属

し
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒

は
以
前

の

典
礼
を
根
本
的

に
保
ち
な
が
ら
、

ロ
ー

マ
教
皇

の
管
轄

に
入

っ
た
。
ク
リ
メ
ソ

テ
ス
八
世
が

一
五
九
五
年
十

二
月
二
十
三
日

の
布
告

で
明
言
す
る
よ
う
に
、
東

方
帰

一
教
会

の
成
功
に
は

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
努
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
東
方
帰

一
教
会

の
複
雑
な
歴
史
は
神
学
的
に
も
、
政
治
的

に
も
、
歴
史

的

に
も
き
わ
め
て
錯
綜
し
て
お
り
、
こ
こ
で
そ

の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
た
だ

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
に
関
し
て
だ
け
言
え
ぼ
、
彼

の
合
同
の
実
現

へ
む
け
ら
れ
た
活
躍
は
多
く
の
書
物
に
も
取
上
げ
ら
れ
、
カ
ト
リ

ッ
ク
界

の
聖

職
者
や
信
者

の
み
な
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
ま
で
も
が
、

マ
チ
ェ
ヨ
フ
ス
キ

ー
を
穏
健
な
政
治
家
と
し
て
、
ま
た
出
来

る
か
ぎ
り
協
調
を
重
ん
じ
る
聖
職
者

　　
　

と
し
て
認
め
て
い
る
。

東
方
帰

一
教
会

は

一
五
九
六
年
十
月
八
日

の
ブ

レ
ス
ト
宣
言
で
正
式

に
発
足

し
た
。
こ
の
宣
言
に
キ

エ
フ
府
主
教
、
そ
の
他
の
数
人
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
主
教

が
署
名
し
、

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
の
合
同
、
自
分
自
身
を

ロ
ー
マ
教
皇

の
管

轄

下

に

お

く

こ

と

を
確

認

し

た

の

で
あ

る
。

も

ち

ろ

ん

こ

の
宣

言

に

は

マ

チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー
も

「
聖

な

る

ク

リ

メ

ン

テ

ス
教

皇

の
代

表

者

、

マ
チ

ェ
ヨ

フ

　　
　

ス
キ

ー
聖

神

父

」

と

し

て
言

及

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

マ
チ

ェ
ヨ

フ

ス

キ

ー

の
自

筆

に

よ

る
数

通

の
手

紙

が

こ
れ

ま

で

に

発

見

さ

れ

て
お

り

、

そ

の
文

通

相

手

に

は

ピ

ョ
ー

ト

ル

・
ス
カ

ル
ガ

、

ロ
ー

マ
教

皇

が

ポ

ー

ラ

ン
ド

に
派

遣

し

た
教

皇

　お
　

大
使
、
ナ
ポ
リ
の
ア

ニ
バ

ル
大
司
教
、
そ
し
て
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
ロ
ー
マ
教
皇
が

含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
が
、

ロ
ー
マ
で
遣
欧
使
節
た
ち
に
出
会

い
、
彼
ら
に
聖
書
か
ら
と
ら
れ

た
二

つ
の
ダ
ビ
デ

の
聖
歌
の
和
訳
を
依
頼
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、

ベ
ル
ナ
ル

ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
生
涯
に
関
す
る
簡
単
な
記
述

で
あ
る
。
彼
が
神
学

を
学
ぶ
た
め
に
滞
在
し
た

ロ
ー
マ
で
、
遣
欧
使
節
と
出
会

っ
た
の
は
た
し
か
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
ポ
ー
ラ
ン
ド

へ
と
帰
国
す
る
際

に
、

ロ
ー
マ
滞
在
中
に
収
集

し
た
た
く
さ
ん
の
書
物
と
い
っ
し
ょ
に
問
題
の
文
書
を
持
ち
帰

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、

一
五
九
九
年

に
彼
は
こ
の
文
書
を

ク
ラ
ク
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に

寄
付
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
資
料
は
、
そ

の
ま
ま
永

い
眠
り
に
就
く
こ
と

に
な

っ
た
。

遣
欧
使
節
の

一
人
に
よ
る
自
筆
文
書

歴
史
的
資
料

の
発
見

の
経
緯
と
は
、
科
学
的
探
究

に
と

っ
て
は
単
な
る
挿
話

に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
こ
の
幸
運
や
偶
然
に
満
ち

た
き
わ
め
て
興
味
深
い
出
来
事

に
つ
い
て
記
述
し
て
お
き
た
い
。
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二
〇
〇
〇
年
二
月
の
こ
と
、
筆
者
は
Y
M
C
A
が
企
画
し
た
団
体
旅
行
に
参

加
し
て
天
草
諸
島
を
訪
れ
た
。
旅
行
の
目
的

は
、
日
本

に
お
け
る
イ

エ
ズ

ス
会

の
活
動
の
名
残
を
見
る
こ
と
や
、
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
歴
史

に
接
す
る
こ
と
な

ど

で
あ

っ
た
。

ル
ー
ト
の
途
中

で
天
草

コ
レ
ジ
オ
館

に
も
立
ち
寄

っ
た
。

こ
の
イ

エ
ズ
ス
会
の

コ
レ
ジ
オ
は
、

一
五
九

一
年
か
ら
六
年
間
天
草
に
開
校

さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
教
育
や

「天
草
本
」
(天
草
版
)
と
呼
ば
れ

て
い
る

一
連

の

活
版
印
刷
本
出
版
な
ど

の
活
動

に
よ

っ
て
、
南
蛮
文
化

の
中
核
と
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
同
じ
場
所
に
天
草

コ
レ
ジ
オ
館
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。さ

て
、
展
示
の
な
か
で
ガ
ラ
ス
の
箱
に
入

っ
た
イ
タ
リ
ア
語

の
本
が
あ

っ
た
。

そ
の
本
は
前
述

の

一
五
八
六
年

に
ロ
ー

マ
で
出
版
さ
れ
た
グ
不
ー
ド

・
グ
ワ
ル

チ

エ
リ
の

『遣
欧
使
節

の
報
告

"
イ
タ
リ
ア
来
訪
か
ら
リ
ス
ボ

ン
出
航
ま
で
』

で
あ

っ
た
。
そ
の
本
は

『
日
本
遣
歐
使
者
記
』

の
書
名

の
も
と
に
、
木
下
杢
太

　　
　

郎

の
翻
訳
に
よ
る
日
本
語
版
が
、

一
九
三
三
年
に
東
京

で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
十
六
世
紀

の
イ
タ
リ
ア
語

の
本
に
見
惚
れ
て
い
た
私
は
、
偶
然

に
そ
の
本

の
す
ぐ
前
に
小
さ
な
紙
切
れ
が
置

か
れ
て
い
る
の
に
気
が

つ
い
た
。

そ
れ
は
何
か
の
メ
モ
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
意
外
な
こ
と
に
そ
こ
に
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
で
何
か
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ポ
ー
ラ
ソ
ド
語

の
メ
モ
が
こ
の
コ
レ
ジ
ォ
館

に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し

て
収

め
ら
れ
、
そ
し
て
イ

エ
ズ

ス
会
と
日
本

の
キ
リ
シ
タ
ソ
と
ど
う
い
う
関
係

に
あ
る
の
か
と
、
不
思
議

に
思

っ
た
私
は
、
館
長

の
川
崎
富
人
氏
や
案
内

の
労

を
執

っ
て
下
さ

っ
た
天
草
・日
本
ポ

ル
ト
ガ
ル
協
会
理
事
御
崎
求
氏

に
尋
ね
る

と
、
次

の
よ
う
な
説
明
が
返

っ
て
き
た
。
「も
と
も
と
、
木
下
杢
太
郎

の
初
版

本
が
あ

っ
た
の
で
、
た
ま
た
ま
天
草

コ
レ
ジ
オ
館
を
開
館
し
た

一
九
九
〇
年
に

イ
タ
リ
ア
語
版

の
原
書
が
あ
る
こ
と
を
、
東
京
神
田

の
古
書
店
の
図
書
目
録
で

知
り
、
原
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
高
価
な
買

い
物
で
し
た
が
、
何
し
ろ
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
少
な
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
原
書
と
杢
太
郎
の
和

訳

の
初
版
本
と
合
わ
せ
て
見

て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
考
え
で
し
た
。
例

の
メ
モ

は
原
書

の
羊
皮

の
表
紙
と
扉
紙

の
間
に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
初

め
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
を
解
す
る
も

の
が

い
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
も
わ
か
ら
ず

メ
モ
は

折
り
込
ん
だ
ま
ま
原
書
の
み
を
展
示
し
て
い
た
の
で
す
が
、
後
で
解
ら
な
く
て

も
良

い
か
ら
、
原
書

の
前

に
展
示
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
」
。

メ
モ
の
内
容
を
、
未
だ
だ
れ
も
読
ん
で
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学

に
以
前
か
ら
趣
味
程
度
に
親
し
ん
で
い
た
私
は
そ

の
内
容
を
見
る
と
、
さ
ら

に
驚

か
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
、
聖
書
か
ら
と
ら
れ
た
二
つ
の
断
片
の
和
訳

で
あ
る
。
教
皇
グ

レ
ゴ

リ
ウ
ス
十
三
世

の
も
と

へ
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
の
使
節
た
ち
は
、

ロ
ー
マ
に
派

遣
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
の
使
者
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
依

頼

に
よ
り
、

一
五
八
五
年

ロ
ー
マ
に
於

い
て
、
こ
の
翻
訳
を
し
た
。

こ
の
翻
訳

は

『大
い
な
る
慈
悲

の
印
と
し
て
ク
ラ
ク
フ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
図
書
館

へ
』、

先
述

の
ル
ー
ッ
ク
司
教
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
に
よ

っ
て

一
五
九
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天正 遣欧使節 とポーラン ド

叢 灘 灘舗 欝.唖』一 マ
図1グ イー ド ・グ ワルチエルのイ タ リア語版原書 にはさまっていた メモ

九
年
に
寄
付
さ
れ
た
」
(図
1
)。

つ
ま
り
、
こ
の
メ
モ
に
よ
る
と
、
使
節

の

一
人
は

一
五
八
五
年

に
ロ
ー
マ
で
、
聖
書
か

ら
と
ら
れ
た
二
節
を
日
本
語
に
訳
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
が
そ
の
和
訳

を
、
他

の
書
物

(グ
ワ
ル
チ

エ
リ
の
本
を
含

む
)
や
書
類
と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
ポ

ー
ラ
ン
ド

に
持
ち
帰

っ
て
、
「
ク
ラ
ク
フ

・

ア
カ
デ
ミ
ー
」

に
寄
付
し
た
の
で
あ
る
。
問

題

の
メ
モ
は
ど
こ
か
の
司
書
が
図
書
館

に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
例

の
和
訳

に
関
す
る
説
明
を

記
録
す
る
た
め
に
書
き
付
け
て
お
い
た
も
の

に
相
違
な

い
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
た
。
こ

の
メ
モ
が
書
か
れ
た
時
代
に

つ
い
て
は
判
断

し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
十
九
世

紀
末
か
ら

二
十
世
紀
初
頭
で
は
な
か
っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。

天
正
遣

欧
使
節
関
連
資
料
を
調
べ
始
め
た

が
、
そ
の
な
か
に
こ
の
逸
話
に
触
れ
た
も

の

は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
逸
話
が
天
正
遣
欧
使

節
の
歴
史

に
お
い
て
全
く
新
し
い
事
実

で
あ

る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
司
教
の
依
頼

で
十
六
世

紀
に

ロ
ー
マ
で
少
年
使
節
が
書

い
た
二
節

の
翻
訳
が
今
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ど
こ

か
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
考
え
、
私
は
そ
の
貴
重
な
翻
訳

を
発
見
し
よ
う
と
思

い
立

っ
た
。

そ
し
て
、
豊
富
な
文
献
の
な
か
か
ら
出
来
る
だ
け
ヴ
ァ
チ
カ
ン
、
ポ
ー
ラ
ソ

ド
、
日
本
側
の
資
料

に
限
定
し
て
、

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
と
日
本
人
と
の
コ
ソ

タ
ク
ト
に
関
す
る
記
載
を
探
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局

は
こ
れ
と
言

っ

た
成
果
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
、
私
は
イ
ソ
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
を
思

い
つ
い
た
。
そ
し

て
、
私
は
ま
も
な
く
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
古

い
首
都
で
あ
る
ク
ラ
ク
フ
に
あ
る
ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大
学
図
書
館

の
サ
イ
ト
に
行
き
当

た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
提
供
さ

れ
て
い
る
蔵
書

の
電
子
カ
タ
ロ
グ
に
目
を
通
し
て
見
る
と
、
イ
メ
ー
ジ

・
ス
キ

ャ
ナ
ー
で
読
み
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
手
書
き

の
図
書

力
ー
ド
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
数
枚
は
天
草

コ
レ
ジ
オ
館

で
見

つ
か

っ
た
メ
モ
の

も
の
と
同
じ
筆
跡

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ぽ
、
同
じ
人
物

が
百
年

ほ
ど
前

に
こ
れ
ら

の
カ
ー
ド
を
書

い
た
か
も
知
れ
な
い
。
仮

に
、
そ
う

で
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
私

の
探
し
物
は
古

い
歴
史
を
も

っ
た
こ
の
ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大
学
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
あ

い
ま
い
な
見
通
し
を
持

つ
に
い
た
っ

た
。
そ
し
て
、
私
は
最
後

の
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大

学
図
書
館

の
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
を
探
し
出
し
、
わ
ず

か
な
期
待
を
胸
に
、

短
い
メ
ー
ル
を
図
書
館
宛
に
送

っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
お
よ
そ

一
年
半
の
あ

い
だ
ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
図
書
館

の
書
庫
部
と
の

文
通
が

つ
づ
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
と
き

ポ
ー
ラ
ソ
ド
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

十
数
通

に
も
の
ぼ
る
電
子
メ
ー
ル
か
ら
数
箇
所

の
抜
粋
を
以
下
に
引
用
し
た
い
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
十
九
日

〈中
略
〉
御
質
問
の
件
で
す
が
、
私
共

ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
図
書
館

の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
は
聖
書

の
和
訳
が
な
く
、

ベ
ル
ナ
ル
ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ

ー
司
教

の
寄
贈
し
た
本
や
、
手
書
き

の
資
料
等
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

が

こ
の
図
書
館

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
根

拠
を
教
え

て
下
さ
れ
ば
、
も
う

一

度
調
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ク
ラ
ク
フ
市

ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大

学
図
書
館
書
庫
部
長

ア
ソ
ナ

・
コ
ズ

ロ
ー
フ
ス
カ

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
十
七
日

〈中
略
〉
イ
タ
リ
ヤ
の
古
書
に
挟
ま
れ

て
い
た
メ
モ
に
関
す
る
先
生

の
御

推
察

の
確
証
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ク
ラ
ク
フ
市

の
ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大

学
図
書
館

の

一
八
四
〇
年

の
目
録

に
、

「特
殊
な
項
目
」
と
題
さ
れ
た
章

の

一
二
八

-
一
二
九
頁

に
次

の
よ
う
に
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。

「赤
色

の
紙
、
銀
板
上
の
ガ
ラ
ス
・
フ
レ
ー
ム
の
中

の
紙

に
ラ
テ
ソ
語
と

日
本
語

で
ダ
ビ
デ
王
の
聖
歌
が
二
節
書

か
れ
て
い
る
。
銀
板

の
上

の
部
分

に
数
字
と

ル
ー
ツ
ク
市
の
司
教

ベ
ル
ナ

ル
ド

・
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
紋

章
が
描

か
れ
て
い
る
。
銀
板

の
裏
側
に
は
、

.顛

§
ら

§

◎ミ
婁

肉
鼕

ミ

ト
b
・ミ
§

箋

『

含
ミ

亀
"
O
謹

[
O
ミ
ミ
ミ
層
]

慈

、

ミ

●O
ミ
ミ
ミ

ミ

ミ

ミ
の
ミ
ミ

[
§
§

]

劬
§

§

§
§

ミ

ミ

ら
ぎ

ミ

黛

[
鳴
ミ

]

肉
o
§
ミ

題

§

ミ
§

ミ
富
丶ミ
ミ

癢

.誤

ミ
§
ら

黛
職

り

留

猟
奪

9
卜
轟
』

卜
沁
ミ

§

[毳

～
]

Q
ミ
魅

b
b
●し口
Q
ミ

亀
ミ

駐

ミ

§

ミ

o
ミ
仂神
賊

§

傍
黛

ト
ミ

塁

津

博
o
無

ミ

ト
ミ
鉢
O
ミ
q
ミ

・し∪
詠
§

ミ

仂
ミ

鳴
餐

賊Nミ
§

ミ
§

蝋
匙
§
o
適
。・
ミ

ミ
ら
§
§

蟄
織

ミ
驚
ミ
o
蕊
匙
ミ

、
8

鷺
ミ
ミ
駐

§
ミ
丶

曾

亀

　　
　

§

Nミ
味
卜
●b
.
§

、ご

と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

最
後
の
記
録

の
日
付
は
、

一
九
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
と
な

っ
て
お
り
、

そ
の
時
、
銀
板
は
未
だ
私
達

の
大
学
図
書
館
に
あ

っ
た
と
い
う
事
実
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
こ
の
銀
板

は
図
書
館

の
目
録
に
出

て
来
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ク
フ
市

の
他

の
図
書
館
、
書
庫
、
博
物
館

で
も
探
し
た
の
で

す
が
、
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
か
見

つ
け
た
ら
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
が
…
…

ク
ラ
ク
フ
市

ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
図
書
館
書
庫
部
長

ア
ン
ナ

・
コ
ズ

ロ
ー
フ
ス
カ

二
〇
〇
〇
年

八
月
七
日

〈中
略
〉
あ
な
た
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
従

っ
て
、
十
六
世
紀

の
ポ

ー
ラ
ン
ド
と
日
本
と
の
コ
ソ
タ
ク
ト
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

て
、
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嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
依
頼

に
応
じ
て
調
査
を
行

っ
た

方
は
当
図
書
館
の
書
庫
部
研
究
員

で
、

リ

ュ
ツ
ィ
ー
ナ

・
ノ
ー
ヴ

ァ
ッ
ク

博
士
と

い
う
方
で
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
で
、
多
分
、
美
し

い
も

の
が
散
逸
し
て
し
ま

っ
た
の

は
大
変
残
念

で
す
が
、
ご
存
じ

の
よ
う

に
、

一
九
〇
六
年
か
ら
二
つ
の
世

界
戦
争
が
起

こ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
間
色
々
な
事
が
あ

っ
た
こ
と
は
想

　　
　

像

に
難

く

あ

り

ま

せ

ん
。

即

ち

、

げ
鋤
σ
Φ
算

ω
轟

出
簿

巴

子
①
日

と

い
う

こ

と

か

も

知

れ

ま

せ

ん
。

し

か

し

、

聖

歌

の
和

訳

が

書

い

て
あ

る
、

ベ

ル

ナ

ル

ド

・

マ
チ

ェ
ヨ

フ

ス

キ

ー

司

教

の
銀

板

は
未

だ

に
ど

こ

か

に
埋

も

れ

て

い

て
、

い

つ

の
日

に

か
私

た

ち

の
眼

前

に
出

て
く

る

こ

と

も

有

り

得

る

の

で

は

な

い

か
と

期

待

し

て

お

り

ま

す

。

ク

ラ

ク

フ
市

ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大

学

図

書

館

書

庫

部

長

ア

ン

ナ

・
コ
ズ

ロ
ー

フ

ス
カ

し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
連
絡
は
途
絶
え
、
天
正
時
代

の
銀
板
を

い
つ

か
発
見
で
き
る
の
で
は
と
い
う
私

の
期
待

は
、
段
々
と
薄
れ
て
い
っ
た
。
と
こ

ろ
が

一
年
が
過
ぎ
さ

っ
た
あ

る
日
の
こ
と
、
私
は
思

い
が
け
な
い
メ
ー
ル
を
受

け
取

っ
た
。
そ
の
メ
ー
ル
に
、

二
〇
〇

一
年
、
八
月
十
三
日

親
愛
な
る

エ
ル
マ
コ
ー
ワ
先
生

去
年

の
五

・
六
月

に
エ
ル
マ
コ
ー
ワ
先
生

の
依
頼
で
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
マ

チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
司
教

に
よ
っ
て
ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ

た
、
ダ
ビ
デ
王
の
聖
歌
が
書
か
れ
た
書
が
収
め
ら
れ
た
銀
板

に
関

し
て
調

査
を
行

っ
た
者

で
す
。
今
年
倉
庫
で
例

の
目
録
作
成
を
行

っ
た
結
果
、
こ

の
銀
板
は
突
然
出
て
き
て
、
四
百
年
間
以
上
じ

っ
と
置
か
れ
た
ま
ま
、
そ

の

「発
見
者
」
を
待

っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

も
し
今
も
そ
の
問
題
に
御
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
展
示
品
の
カ

ラ
ー
写
真
を
お
送
り
致
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
前
に
こ
の
展
示
品
を
綺
麗

に
し
な
け
れ
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大
学
図
書
館
書
庫
部
長

リ

ュ
ツ
ィ
ー
ナ

・
ノ
ー
ヴ

ァ
ッ
ク

そ
し
て
、
二

ヶ
月
後

に
、
よ
う
や
く
、
ク
ラ
ク
フ
市
か
ら
写
真
が
入

っ
た
小

包
と
下
記

の
手
紙
を
受
け
取

っ
た
。

ク

ラ

ク

フ
市

、

二
〇

〇

一
年

、

十

月

三

十

日

親

愛

な

る

エ

ル

マ

コ
ー

ワ
先

生

約

束

通

り

ギ

フ
ト

と

し

て

ベ

ル
ナ

ル
ド

・

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー
司

教

の

銀

板

の
写

真

を

お

送

り
致

し

ま

す

。

写

真

1

"

(銀
板

の
表
)

銀

板

の
上

部

に

は
、

モ

ノ

グ

ラ

ム

"
し∪

憲

下

　お
　

ミ
ミ
器
]
ミ

[§
還
§

悉

]
肉

[爲
象
魯
霧
]

卜

[ミ
S
ミ
ミ
誤

]
と
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写真1銀 板の表写真2銀 板の裏

 

ル
ー

ッ

ク
市

の
司

教

ベ

ル
ナ

ル
ド

・
マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

の
紋

章

。

そ

の
下

の
方

に
、

ガ

ラ

ス

の
下

の
紙

に

は

聖

歌

の

二
節

u
最

初

は

ラ

テ

ン
語

、

そ

の
次

に

日

本

語

で
、

[雰

・遷

N
」

、
b
o
ミ
§

謎

謹

ミ
匙
ミ
ひ

§

ら
o
ミ
ミ

§
§

ミ
⑦

鳴。・朴

§

§

ミ
。・

　お
　

Q
G・妹
b

o
§

§

塞

誉

＼
職
ミ

ミ

ミ
鳴
§

僑
、
辱
ミ

§

§

§
妹

題

.

「雰

k

N
◎

N
l
N
」

、

卜
勲
ミ
§

尉

§

ミ

§

ミ
ミ

o
ミ

謡
毳

晦
Q
謡
融
勲

ミ
ミ
§

尉

僑
ミ
ミ

o
ミ

謡
毳

魅
愚

ミ

賊
、

心
ミ
◎
謡
筑蟄
§

8

ミ

＼
§
犠
ミ

8

、

的愚

鳴
＼

§
8

　　
　

ミ
賦
恕

§
6.
O
§

Q
ミ
も。

職

ミ
鳴
ミ
.ミ
の

駄
O
ざ

ミ

軌

ミ
ミ

ミ
ミ

§

匙
ミ
鳴
§

ミ
ミ

・

写
真
2

"

(銀
板
の
裏
)

銀
板

に
貼
り
付
け
た
小
さ
い
紙
切
れ
に
書

い
て
あ
る

H
奪
ミ
』
義
勘
・N
軌

N
[目
録
番
号

で
あ

る
]
(バ

ツ
印
が
記
さ
れ
て
、
そ
の
部
分
は
削
ら
れ
て
い

る
)。
銀
板

に
次
の
言
葉
が
刻
さ
れ
て
い
る

"

§

塞

奩

噌

9
蒙

●
鵑

O
図
ミ

匡
・b
・ミ
§

霞

一＼

匡
b

●
(蕾

O
・
謹

抽

ミ

.

O
聖

S
Q
肉
園
ミ

匡
b

霧

譴

N<
8

⑦
§

ミ

§

≧
q

、

[肉
9
靆

]

肉
↓

§

聖

G
S

肉
O
§

肉

の
○
電

譴

ミ

諱

霹

卜
毎
ミ

鵑

禽

δ

↓
袤

＼
冖b

の
●§

・＼
F、
.卜
肉
O
.

ト
【
い

肉
肉
函

.ミ
霧

O
・b
●b
・鬟

肉
b

霧

§

○
甦

O
逶

鶤

の.
卜
蒔

○
肉
・
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、
O
GQ
↓

h
<
＼
冖宝

b
.埀

O
.§

』Q
譴

⑦
ミ

鴇

鼠

自
卜
ト
ミ

§

龜

＼
冖ミ
O
靆

§

ミ

毎
b

稾

○
聖

ミ

℃
Q
⑦
S
黯

N
S
山
誤

鵠

S
降
肉

[丶]

§

ミ
↓

　あ
　

卜
b
・
§

〈中
略
〉

ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大

学

図

書

館

副

館

長

ズ

デ

ィ

ー

ス
ラ
ブ

・
ぺ

ー

ト

シ

ッ
ク
博

士

そ

の
後

、

銀

板

の
寸

法

を

訊

ね

る

と

次

の

と

お

り

で

あ

っ
た
。

全

長

は

十

九

・
五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
、

長

方

形

の
部

分

の
長

さ

は
十

三

・
五

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
、

そ

の
部

分

の
幅

は
十

一

・
五

セ

ソ

チ

メ

ー

ト

ル

で
あ

る
。

さ
て
、
使
節

の

一
人
が
書

い
た
翻
訳

の
テ
キ
ス
ト
は
、
推
測
と
し
て
、
次

の

よ
う
で
あ
る

(
ラ
テ
ソ
文
と
順
番
が
逆

に
な

っ
て
い
る
)。

諸
人
提
宇
主
越

可
奉
誉
諸
人

天
之
御
主

計
給
奈
里

尚
、
読
み
方
は
恐
ら
く
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

も
ろ
び
と

(よ
)

ゼ
ウ
ス
を

誉
め
奉

る
べ
し

も
ろ
び
と

(よ
)

天
の
御
主

(は
)

計
り
給

(う
)
な
り

結
び
に
か
え
て

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
ダ
ビ
デ

の
聖
歌

の
選
択

は
誰
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

そ
し
て
実
際
に
筆
を
と

っ
た
の
は
ど
の
人
物
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
今
、
私

に
こ
こ
で
で
き
る
の
は
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
参
考
に
な
る

一

つ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ー

マ
を
立

っ
た
使
節
た

ち
は
、
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
に
立
ち
寄

っ
た
際
、
大
統
領

の
謁
見
を
賜

っ
て
い
る
。
そ

し
て
お
よ
そ

一
週
間

の
滞
在

の
後
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
を
出
発
す
る
使
節

た
ち
は
、
滞

在
中
に
賜

っ
た

「御
慈
悲
」
に
た
い
し
て
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
大
統
領

に
宛

て
た
感
謝

状
を
送

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
感
謝
状
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ

　
　
　

の
左
に
イ
タ
リ
ア
語
に
よ
る
訳
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
専
門
家

に

よ
る
筆
跡
鑑
定
を
受
け
る
ま
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と

も
素
人
の
目
に
は
、
こ
の
感
謝
状
に
記
さ
れ
た
日
本
文
と
、
今
回

ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ

大
学
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
文
書
は
同

一
の
人
物
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
に

み
え
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
当
時
聖
書

の
い
く

つ
か
の
部
分

は
既
に

日
本

の
イ

エ
ズ

ス
会

に
よ

っ
て
訳
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
中

に
は
詩
篇

は
な
か

っ
た
。
詩

の
前
半

の
み
訳
さ
れ
て
い
た
点

か
ら
す
る
と
、
こ
の
聖
歌
の
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選
択
を
し
た
人
は
マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス
キ
ー
で
あ

っ
た
か
、
日
本
人
で
あ

っ
た
か
は
、

不
明
で
あ
る
。

一
五
八
六
年

の
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
彼
ら
が
出
会

っ
た
の
は
い
つ
の

こ
と
で
あ

っ
た
か
、
今

の
時
点
で
は
断
定

で
き
な
い
。
ま
た
、

マ
チ

ェ
ヨ
フ
ス

キ
ー
は
わ
ざ
わ
ざ
遣
欧
使
節
が
宿
泊
し
て
い
た
イ

エ
ズ

ス
会
本
部

へ
と
足
を
運

ん
だ
の
か
、
そ
れ
と
も
ヴ

ァ
チ
カ
ン
で
偶
然
出
会

っ
た
だ
け
な
の
か
も
不
明
の

ま
ま
で
あ
る
。

今

の
と
こ
ろ
、
全
体
と
し
て
多
く
の
事
実

は
闇

に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
事

を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、

こ
の
古
文
書

の
発
見
を
き

っ
か
け
に
し
て
、

遣
欧
使
節

の
ロ
ー

マ
滞
在
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
側
面
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
日
波
関
係

の
歴
史

に
新

た
な

一
頁
が
加

　　
　

わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

注(
1

)

団
器

「
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●
国
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芦

ρ

㎝
刈
・

(3
)

遣
欧

使
節

の
渡
航

準
備

お
よ

び
旅

程

の
詳

細

な
研
究

は
少

な

く
な

い
が

、

そ

の
中

で
権
威

あ

る

一
人

の
専

門
家

の
論

文

と

し

て
次

の
も

の
を
挙

げ

て
お
く
。

松

田
毅

一
『天

正
遣

欧
使

節
』

講
談

社

"
東
京

、

一
九

九
九
年

。

(4
)

ロ
シ
ア
正
教

の
見

解

で
は
、

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

は
誘

惑

と
騒

乱

を
ば

ら

ま
く

悪
党

と

さ
れ

て

い
た
。

そ

の
理

由

と

し

て
よ
く

あ
げ

ら

れ

る

の

は
彼

の

在

位

期

間

に
行

わ
れ

た
、

「
グ

レ
ゴ

リ
ウ

ス
暦

」

の
採

用

で
あ

る
。

ロ
シ

ア
正

教

の
聖

職
者

に

と

っ
て

こ

の
改
革

は

「
邪

教

そ

の
も

の
」

で
あ

っ
た
。

「
も

し

ロ
ー

マ

・
カ

ト
リ

ッ
ク
教

や

そ

の
代

表

者

で
あ

る
教

皇

が
少

し

で
も
信

仰

を
有

し

て
い
た

の
な

ら
ば

、

陰
陽

暦

の
基

盤

と

な

る
永
久

不

変

な
聖

霊

の
教

条

を
変

え
た

り

は
し
な

か

っ
た

に
違

い
あ

り
ま

せ

ん
」

と
。

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
十

三
世

の

カ

レ

ソ
ダ

ー

の
改
革

や

「
新

信
仰

者

ど
も

」

は
数

学
者

や

天
文

学
者

か
ら

も
批

判

を
あ

び

て

い
る
。

(
5
)

松

田
毅

一
『天

正
遣

欧

使
節

』

講
談

社

"
東

京

、

一
九

九
九

年
、

四

=

1

四

一
七
頁

よ
り
引
用

。

(
6
)

bd
O
ω
8

β

〉
・
盟
×
け①
穹

昏

8

暮
二
煢

国
霞

8

①
き

o
ユ
暮
巴

≦
。
『
閃
ω
8

昏
Φ

貯

ωけ

旨
巷

譽

Φ
ω
Φ

巨

隆

8

8

国
霞

ε

①
"
①

α
Φ
ω
自
一9

<
Φ

σ
筐

凶。
ひq
「
巷

ξ

.

い
Φ
こ
Φ
P

国
・旨

bu
隊
拝

一㊤
蕊
.

(
7
)

《
bd
冨
器

閑
巴
註

8

①
号

一
〇
〇
磊

薛

0
8

℃
〈
窪

。
ρ

U
簿
o
卿
ひq
嵩

〉
ヨ
σ
①
甲

o
賦
α
〇
二

〇
冨
O
b
o
づ
Φ
忽

α
巴
一鋤
び
二
〇
ロ
①
日
Φ
ヨ
o
ユ
餌

山
①
=
餌

ω
鋤
昌
口
什91
臼

勺
①
b
鋤

O
お
αq
.
×
忌
・
ぎ

殉
o
日
斜

一一
9

器

.
臼

]≦
贄
N
O
嵩
。。
α
・
O
o
コ

一.爰

『
言
○
融
陣
o
ぎ

コ
ω
勲

俸

冨

昏

Φ
量

富

賦
洋
鋤
ひq
財
匿

oD
●
》
●
ω
も

Φ
二

葺
8

ロ
ω
ま

匿

§

ωω
一ヨ
o

oっ
β
けρ

国
け
9

昌
=
o
=
o
げ
簿
o
冨
ぼ

嵩

嘗
①
9

巴
δ

ω
①
昌
口
訂

臼

Z
O
ω
嘗
o
腔
ひq
昌
o
お

℃
蝉
O
①
ω
δ
8
<
.
冒

霊

お
昌
N
ρ

U
四
目
Φ
ω
o
巴
Φ
①
岳

bd
⇔
臼
p
H
㎝
Q。
㎝
●
O
o
昌
嵩
8
諺

冨

α
①
.
ω
¢
b
Φ
ユ
o
昌

》

(8
)

例

え
ぽ

フ
ラ

ン
ス
語

で
出

版

さ

れ

た
も

の
と

し

て
は

《
>
9
Φ
ω

Φ
×
三
び
Φ
N

O
¢
馘
5
⊆
Φ
日
①
三

〇
⊆
8

コ
忽
ω
け
o
マ
①
づ
鋤
『
昌
o
ω肓
Φ
Qり
巴
8

叶
づ
Φ
お

Ω
『
Φ
ひQ
o
マ
Φ
℃
p
b
Φ

×
日

』

磊

》
8
9

ω
ω
9。
α
Φ
霞
ω
◎
Φ
ω
幻
皀

含

冒

0
8

卿
切
o
日
Φ
」
Φ
×
×
日

・
窰
霞
ω
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天正遣欧使節 とポ ーラソ ド

一
㎝
○○
㎝
.
〉
〈
Φ
O
口
昌
℃
Φ
岳
け
『
Φ
O
蝿
Φ
一一
α
Φ
ω
』.鋤
O
b
O
旨
○
一ρ

帥

Q
①
一Φ
自
同
づ
鋤
一ω
》

旧
ヨ

一ω
Φ
口

聞
蠢

昌
O
o
δ

O
爰

]≦
・
O
・
↓
げ
〇
二
『
5

い
δ
ひq
ρ

霸

。。
α
.
ま

た

ド

イ

ツ
語

の
も

の
と

し

て

は

《芝

霞

プ
§。
鵠
口
ひq
Φ
「
ゆ
Φ
ユ
o
ぼ

く

o
昌
α
Φ
昌
Z
Φ
≦
Φ
ほ
二
昌
α
コ
①
昌
冒

O
づ
〇
三

ωo
げ
o
昌

H口
ω
①
一昌

く
口
α

囚
α
ロ
一σq
同
Φ
一〇
げ
Φ
目

鋤
二
〇
び

く
O
口

四
口
住
Φ
吋
①
昌

N
⊆
<
O
『

<
旨
び
Φ
パ
餌
昌
住
叶①
昌

一づ
α
一⇔
づ
一ω
O
げ
Φ
づ

い
餌
コ
α
O
昌
"
]9
鋤
目
一コ
昌

α
Φ
H
げ
Φ
一一一σq

O
げ
「
一ω匡
一〇
げ

(Ψ一pΩ
⊆
び

芝
⊆
昌
α
Φ
村
-

ぴ
鋤
H
一一〇
げ

N9
口
耳
口
℃
叶
く
昌
山
鋤
9
団h毛
餌
O
ゴ
ωけ

7
『Φ
び
Φ
昌

α
Φ
ヨ

鋤
一一①
昌

Φ
『臣
昌
山
①
叶
ω
一〇
げ

一昌

島
一ω
Φ
目
国
α
一菖
O
コ

ひq
目口
昌
α
一一〇
げ
Φ

9
昌
N
Φ
《
ひq
信
昌
ひq

<
O
昌

α
O
同
一
鋤
O
O
O
ロ
一ω
O
げ
Φ
口

い
Φ
αq
四
-

鉱
O
昌

昌
①
口
≦
一一〇
げ

ひq
①
げ
昌

菊
O
ヨ

曽
口
貯
O
同口
Φ
⇒

〈
...〉

∪
=
『
O
ゴ

閑
①
口
<
<
鋤
Hα
=
日

0
《
ω
鋤
什⊆
ヨ

圃
田
W⊆
憎αQ
Φ
吋
口

N
⊆

ぴ
二
〇
Φ
居コ

〈
・:
〉

喝
同
一び
O
⊆
目
"
∩
δ
目
b
Φ
同
一一鵠
M
H
α
OQ
①
●

(
9
)

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

で

一
五

七

〇

年

に

出

版

さ

れ

た

A

・オ

ル

テ

リ

ウ

ス

の
著

名

な

『世

界

地

図

帳

』

よ

り

。

↓
げ
①
畧
凄

日

9

ぼ
ω

↓
臼

鑓

凄

巳

.
[国
9

菖
o

℃
ユ
昌
O
①
℃
ω
]

●
》
⊆
O
什
O
ユ
ω
餌
Φ
『Φ

俸

〇
二
憎
餌
蹄
口
b
目
①
ω
ωq
8

四
ぴ
ω
O
一⊆
けロ
ヨ

ρ
口
①
曽
b
口
α

》
Φ
σq
一α
駟
O
O
b
O
Φ
ロ
一¢
H口

]9
一Φ
ω
けげ
噸
》
昌
梓く
Φ
「
O
凶鋤
①
×
×

ζ

鋤
一一
り
』
.U
」
U
×
×
.

(10

)

ポ

ー

ラ

ン

ド

共

和

国

と

リ

ト

ア

ニ

ア

大

公

国

の

合

併

は

一
五

六

九

年

の

「
ル
ブ

リ

ン
合

同

規

約

」

で
決

定

さ

れ

た

。

(〃且
)

《
円
"
一ω
けO
一鋤
α
①
】U
Φ
ぴq
①
けO
目
虞
ヨ

H
9
づ
O
昌
一〇
〇
『
已
β

○
ユ
①
口
け
鋤
一一ニ
ヨ

①
α
二
Φ
昌
け口

餌
α

∩
}『
Φ
ひq
O
「凶ロ
ヨ

×
HHH

勺
O
口
ぼ
臣
O
①
b
日

竃

蝉
×
一日
露
H口
博
℃
田
¢
O
O
ω

α
一①
ω

四
昌
叶Φ
ρ
⊆
鋤
ヨ

ヨ
O
同
①
『
Φ
什⊆
い

0
<
ヨ

>
O
鉱
ω

O
O
昌
ω
一ω
けO
属
一一
〇
⊆
び
一一〇
Φ
Φ
×
一σ
一什廿

α
一Φ

N
ω
・
ζ

餌
同岳
U●

H
㎝
○◎
9

〈
・:
〉

国
×
O
口
α
Φ
び
9
「
<
=
づ
四
Φ
一
〇
四
ロ
コ
Φ
ω
<
Φ
一一〇
Φ
昌
ω
一ρ

》
口
昌
O

H
α
QQ
α
》

.

(21

)

《
肉
①
一①
口
O
づ
一
自
Φ
一一鋤
く
①
口
く
け動

α
Φ
σq
一一
鋤
日
げ
鋤
ω
O
一鋤
け
O
ユ

O
一鋤
づ
○
口
Φ
ω一
鋤
力
O
門口
鋤

臣
口
O

⇔
目
P
b
鋤
『
け津
鋤
α
一
い
一ωげ
O
口
鋤
.
一昌
閑
O
ヨ

鋤
・
℃
①
「
岡
同
鋤
昌
O
①
ω
O
O

N
鋤
昌
口
①
叶菖
。
竃

・

O
・い
×
×
×
≦

(同

年

出

版

の

ヴ

ェ
ネ

チ

ア
版

も

あ

る

"
<
Φ
口
Φ
瓜
讐

9

0
洋

押

霸

。。
①
)
●

(31

)

穴
=
↓
自Ω詠
O
穴
=ρ

国
口
O
=O
内
=ρ

O=
Q
ヨ
O
閑
国
ρ

↓
O
=
閑切
=
エ
∩鍔
=
①
置

=
O
O
`
=
Φ

pユ
雷
Φ
丙
均
O
↓
げ
♂

ロロ

訳
O
↓
O
O
げ
剛
×

工
鋤
霞
口
鋤
`
Φ

O
=
寓
O
げ
一しロ
pD
}φ
↓
O
国

=
O
自D
じ口
ぴ
ご

口
O
切
Φ
角
Φ
=
=
国

℃
O
α
ぴ
=
口◎
国

=

0
2
弓
§

自
×
冨
ω
自
`
臣

×
碧
愚

。内
爵

臣
℃
。
き

ゆ
』

8
窃

g

。
曾

帥
=
昌

ω
臾
。
8
●
↓
●卜。
・
寓
`

一
『
㊤
一
'
∩
γ
一
〇Q
ω
.

(
14
)

ベ

ル

ナ

ル
ド

・

マ

チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

の
生

涯

に

関

し

て

は

例

え

ば

次

の
書

物

を

参

照

u

℃
一〇
け『

】W
一一一詠
ω
屏
一・

一W
Φ
同
昌
曽
「
匹

ζ

鋤
O
一Φ
U
O
妻
ω
評
一

げ
Φ
「
び
二

〇
一〇
圃①
閃
(H
錏

Q◎
山

O
O
Q◎
)1

↓
蜜
αq
O
α
ロ
一犀

ω
90
一鬢

①
什
O
『
ω
犀
一.
一
㊤
Φ
ρ

〉
『
O
ゲ
一奢
億
目

噸
一W
一〇
ひq
「
9
臣
①
・

]-・}(
O
『
蜜
什
犀
O
ぐ
『
ω
評
一●

〉
目
O
蜜
σ
一ω
犀
口
O
一

∩
}ロ
一Φ
邸
昌
一Φ
跡
ω
O
<
導

O
鬥
く
b
P
蝉
ω
O
芝
一Φ

一

b
ρΦ
け
同○
℃
O
一一〇
一
℃
○
一ω
O
《
鴇
登
H一一
・
勺
O
N
旨
餌
跡
℃
一QO
①
P

ω
.
①
㎝
ら
ー
①
α
①
●

2

四
ω
一〇
『
O
≦
ω
吋
押

ω
一鋤
≦
O
ヨ
一同
・
^̂
】じ
一ω
け
b
餌
ω
けΦ
同ω
犀
憎
博
評
鋤
村
α
.
一W
Φ
『
昌
餌
『山
①

竃

鋤
O
一Φ
㍗

O
ぐ
くω
醤
一Φ
ひq
O
・
ピ
自
σ
一一昌
層
菊
①
α
・
ぐ
唄
く
α
O
ぐ
刈昌
一〇
什ぐ
弔
内
鋤
叶O
一一〇
貯
一Φ
ひq
O

d
ロ
一ぐく
Φ
「ω
詳
Φ
叶二

い
二
び
①
一ω
犀
一Φ
ひq
O
●
一
㊤
㊤
N

な

お

、

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

に
関

し

て

は

、

ヘ

ル

マ

ン

・
テ

ユ
ヒ

レ

『
キ

リ

ス

ト

教

史

6

』

(
一
九

九

七

平

凡

社

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

"
東

京

三

五

三

、

三

五

六

頁

)

の
中

で

わ

ず

か

な

が

ら

触

れ

ら

れ

て

い

る

。

(15

)

リ

ヴ

ォ

ニ
ア

戦

争

は

イ

ワ

ン
四

世

の

ロ

シ

ア
、

ス

ウ

ェ
ー

デ

ン
、

ポ

ー

ラ

ソ

ド

と

リ

ト

ア

ニ

ア
大

公

国

の
間

の
戦

争

で
、

一
五

八

三

年

ま

で
続

い

た
。

争

い

は

主

と

し

て

は

バ

ル

ト
海

の

港

を

目

当

て

に

、

バ

ル

ト

諸

地

域

の

所

有

権

を

め

ぐ

っ
て

起

こ

っ
た

の

で

あ

る

。

(16

)

ピ

ョ

ー

ト

ル

・
ス

カ

ル

ガ

(
一
五

三

六

i

一
六

一
二
)

は

カ

ト

リ

ッ

ク

の

著

名

な

宗

教

家

で

あ

る

。

彼

は

ま

た

著

述

家

と

し

て

も

よ

く

知

ら

れ

て

お

り

、

哲

学

の
博

士

号

を

有

し

、

雄

弁

な

説

教

師

で
あ

っ
た

。

彼

は

ヴ

ィ

リ

ノ

(現

在

ヴ

ィ

リ

ヌ

ス
)

科

学

ア

カ
デ

ミ

ー

の

初

代

会

長

や

、

一
五

八

一
年

に

ス

テ

フ

ァ

ン

・
バ

ト

ー

リ

が

創

立

し

た

ポ

ロ

ッ

ク
市

の

イ

エ
ズ

ス
会

コ

レ

ジ

オ

の
初

代

校

87



長

を
務

め
、

リ
ト

ア

ニ
ア
や

ベ

ラ

ル
ー

シ
の
科

学

の
誕

生

に
立

ち
会

っ
た
と

い

っ
て
も
過

言

で

は
な

い
。
彼

の
著

作

の
中

で

『聖

人

伝
』

や

ヴ

ィ
リ

ノ
で

一
五

七
七

年

に
出

版

さ

れ

た

『
聖

な

る
教

会

の
統

一
を

め
ぐ

っ
て
』

(正

式

な
書

名

は

『
一
人

の
羊

飼

い
に
従

う
聖

な

る
教

会

や
、

ギ

リ

シ

ア
に
よ

る
異

端
、

そ

し

て
ギ

リ

シ
ア

に
偏

る

ロ
シ

ア

の
諸

民

族

へ
の
忠

告

の
記

』
)

と

い
う

論

文

は
特

に
よ
く
知

ら
れ

て
い
る
。

ヴ

ィ
リ

ノ

で
生

ま

れ

た

ス
タ

ニ
ス
ラ

ウ

ス

・
ホ

シ
ウ

ス

(
一
五

〇

四

-

七

九
)

は
同
様

に

カ
ト

リ

ッ
ク

の
宗

教

家

で
あ

る
。

彼

は

ト

レ

ソ
ト
公
会

議

の
議

長

を
務

め
、

カ

ト
リ

ッ
ク
教

の
世

界

で
相

当

な
権

威

を
持

っ
た
聖

職
者

で
あ

っ

た
。

一
五

六
九
年

の
ポ

ー

ラ

ン
ド
と

リ
ト

ア

ニ
ア
の
合
併

後

ま

も
な

く
、

イ

エ

ズ

ス
会

が

ヴ

ィ
リ

ノ

に
拠

点

を

お
く

こ

と

に
な

っ
た

の
も

彼

の
活

躍

の
お

か
げ

で
あ

る
。

(
17
)

一
●
ω
団
ひq
①
び
ω
缸
●
=
ω
蔓

吋
ω
幽
勺
一〇
什蕁

ω
評
霞
ひq
一
N

一
㎝
①
①
山
①
H
O
聊
濁
蕁

貯
ひ
ヨ

H
㊤
一
b◎
"

ω
・一
G。
ω
-
H
零

●

(寓
巷
薗日

凶
比
●05
胄
美
p・工

国

臣
↓
o鼕
器
臾
銘

月
Φ
穣
o
し・び

切

切
2
8
篝

∩§

(一
㎝
①
㊤
1
一
刈
㊤
α
)・
寓
臣
∩
き

《
し口
ぴ目
墨
E
p。
曽
ヒ
δ
』
p。
》
)㍉

零

尸
p
。。
ト
よ
り

引

用
)

(
18
)

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
み
な

ら
ず

、
当

時

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全

土

の

ロ
ー

マ

・
カ

ト

リ

ッ
ク
教

国

で
聖
職

者

を
任

命

す

る
時

に
、

国
王

が

い
わ
ゆ

る
推

薦
権

を
持

ち
、、

か
な
り

の
影
響

力

を
有

し

て

い
た
。

(
19
)

レ
オ

・
サ

ピ

エ

ハ

(
一
五

五
七

-

一
六
三

三
)

は

リ

ト

ア

ニ
ア
大

公
国

の

大
関

白

や
指
揮

官

で
あ

り
、

多

く

の
地

位

を
務

め
て

い
た
。
彼

は
当

時

ジ
グ

ム

ン
ト
三
世

に
宛

て
た
書

簡

に
次

の
よ
う

に
書

い

て

い
る

「
ヴ

ィ
リ

ノ

の
司
教

に

リ

ト

ア

ニ
ア
人

を

任
命

し

て
も

ら

う

か
、

死

ぬ

か

の
二

つ
に

一
つ
だ
」
(Z
O
雫

け
鋤
=
け
国
ω
ω
け
鋤
¢
(=
ω
・
∩
▼昌
国
叶ゴ
昌
一〇
一けく
O
h
7
自
鋤
ひQ
昌
鋤
けΦ
ω
一昌
ユ
ρΦ
∩
弾
鋤
昌
Ω
H
)二
〇
ゴ
鴇
O
h

=

昏

g
鋤
巳

9

(置

ω
蔭
亠

㎝
○。
卜◎
)●
..諺
『試
ロ
ヨ

d
巳
ぼ
o
澤

oQ
o
α
9
0
讐

肆

ゴ
q
ヨ

自。
巳
富

毎

"
二
毎

巴
9
ω
●
≦

巨

冒

ρ

一
㊤
㊤
㊤
堵
Z
o
●。。
.を

参

照

)

興

味

深

い

事

に

サ

ピ

エ

ハ
自

身

は

ギ

リ

シ

ア
正

教

徒

の
家

族

に
生

ま

れ

、

一
度

プ

ロ
テ

ソ

ス

タ

ソ

ト

へ
改

宗

し

た

が

、

人

生

の
終

末

に

近

づ

い

た
時

に

さ

ら

に

カ

ト

リ

ッ

ク
教

徒

へ
と

改

宗

し

て

い

る

。

ま

た
彼

は
東

方

帰

一
教

会

の
創

立

に
参

加

し

た
。

(
20

)

ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大

学

の
書

庫

に

保

存

さ

れ

て

い

る

数

十

冊

の

マ

チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

の
演

説

や

説

教

の
中

で

、

=

ω
梓

b
9
ω
叶臼

ω
匹

の

ラ

テ

ン
語

版

は

国
宜

ω8

冨

℃
鋤
ω8

蠢

一β

bd
臼

昌
爰

α
昜

]≦
一ω
①
蠧

菖
o
昌
Φ
ω

U
貯

ぎ
P

菖
け
●
oっ
.
H
o
鋤
コ
巳
ω

鋤
暮

Φ

℃
O
『
畠
旨

い
珥
冒

①
日

冖
幻
●国
殉

目
①
ω
ぼ
け臼

O
pD
「
α
ヨ

巴
β

]≦
鋤
皀
Φ
UO
芝
ω
吋
一

づ
=
づ
-

o
首
鋤
9

ρ

》
8

ぼ
①
豆

ω
o
o
O
¢
ω

○
づ
①
ω
旨
①
づ
ω
す

ピ
Φ
σQ
讐

ロ
ω

Z
鋤
ε

ω

菊
Φ
ひq
巳

℃
o
一〇
巳

鋤
ρ

勺
ユ
導
蝉
ω
9

℃
ユ
日

二
ω

℃
『言

o
①
宜

2
0
・こ

の
版

は

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

の
生

存

中

に

出

版

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

、

こ

の

説

教

の

及

ぼ

し

た
影

響

の

ひ

と

つ
と

し

て
、

ポ

ー

ラ

ン

ド

や

リ

ト

ア

ニ

ア

に

お

け

る

施

療

院

の

増

加

を

挙

げ

る

こ

と

が

で
き

る

。

(
21

)

O
簑

Φ
ぴq
o
『
N

しd
『
o
舘

ぎ

勹
自

Φ
α

貯
鋤
口
o
巳

鎚

o
冨

び
屮

内
ヨ
ひq
い

芝

O
o
o
N
q
Φ
げ
申

o
ひq
o
ω一

p
鬢
δ
昌
《
o
げ
・1
日
霞

昌
o
妻
ω
江

σq
o
縁

三

①
島
鼠
Φ
言
零

卜。
Q。
●O
O。
●一
8

0。
"
口
毎
β
臼

ω
ミ

謡

刈
●

(
22

)

そ

の
結

婚

式

は

は

マ

チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

に
と

っ
て

は

滑

稽

で

非

常

に

不

愉

快

な

側

面

も

持

っ
て

い

た

と

さ

れ

る

。

儀

礼

の
描

写

は

例

え

ぽ

名

前

が

マ

チ

ヨ

フ

ス

キ

ー

と

記

さ

れ

る

次

の
研

究

を
参

照

。

「
エ
・
国
.
穴
o
。8

蠢

ロ
o
じ・

《
℃
篝

。
区
p。国

=
3

8
語

。・
受
=ω
器
o
自

8
=
羇
×

①Φ

ヨ
。。田

9
E
琵

膏

導
2

9

》
」
。

ま

た

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

の
教

会

史

学

者

や

伝

記

学

者

の

研

究

も

豊

富

に

あ

る

。

(
23

)

〉

しU
O
O
評

O
団
O
冠

6
Φ
ω
冨

日
Φ
耳

一=
二
ω
け蕁

島
o
昌
ω
O
h
9

①

ヨ

置
色
①

9

けゴ
o

88



天正遣欧使節 とポー ラソド

けプ
蹄
什Φ
Φ
昌
けげ

O
Φ
コ
け⊆
円
矯
…
ωΦ
昌
叶

げ
《

○
蝉
H
α
一コ
四
一

一W
Φ
『
口
曽
『
自

H≦
餌
皀
①
UO
≦
ω
吋
一
け
O

ω
げ
餌
ゴ

〉
び
び
餌
ω

什げ
①

○
『
Φ
餌
計

評
一旨
αq

O
h

℃
Φ
『
皀
P

昌
O
≦

一⇒

けげ
Φ

℃
一Φ
「
O
O
昌
叶

竃

O
「
σq
四
昌

い
一げ
「
鋤
『
図

餌
け
]Z
Φ
芝

図
O
巴パ

＼
α
①
ω
O
ユ
び
Φ
匹
げ
《

Qつ
《
山
昌
Φ
<

O
・
O
O
O
罫
①
学

Φ
尸

a

昏

鋤
巳

葺

。
傷
●
ξ

ζ
・
暮
品

器

罕

。
α
Φ
巴

§

Φ
ω
鋤
巳

昌
§

ω
8

夢
Φ

①
『ヨ

o
¢
「
げ
《

0
げ
鋤
ユ
Φ
ω
9

国
h
O
巳

犀
Φ
ω
.
0
鋤
H口
ぴ
「
一山
σq
①

[O
po
H口
び
ユ
α
αQ
Φ
ωび
マ
①
]

日

℃
「
一昌
けΦ
α
ぴ
《

♂<
.
い
①
≦
δ

鋤
け
什
げ
Φ
d
-昌
一く
①
『ω
津
《

勹
『
Φ
ω
ω
h
O
目
けげ
①

菊
O
×
び
⊆
村
σq
げ
Φ

O
一二
σ
℃
H
Φ
N
S

(
24

)

例

え

ば

説

教

の

ポ

ー

ラ

ン

ド

語

訳

文

(
一
九

九

九

年

ク

ラ

ク

フ

で

マ

ハ
ル

ス

キ

ー

枢

機

卿

が

ロ
ー

マ
教

皇

の
代

わ

り

に

読

ん

だ

も

の
)

《
閑
蕁

犀
ひ
ヨ

一
α

O
N
①
『
♂<
O
鋤

H
㊤
㊤
㊤

憎

き

ミ
賦
羲
匙

誉

ミ
黛

尋

ミ
申匙

自

≦
《
αQ
申O
ω
N
O
昌
鋤

℃
『
N
Φ
N

パ
O
同
α
.

竃

碧

冨

『ω
匹

Φ
αQ
o
》

を

参

照

。

(25

)

最

新

の
研

究

で

は

例

え

ば

「
日

窃
唇

切
δ
●

ロロ
.

員
Φω
薹
↓
の
召
p。
量
国

透

き
↓
巻

=
。
-

目o
』
=↓
=
4
の∩
閑
o勹
o

口
OO
o
↓℃
p。=
∩↓
切
帥

℃
の̀
=

口
O
o
口
o
』
=
↓O
障

じ口

H
α
OQ
『
1
]-切
㊤
N

丐
・

寓
ω員
口Ω
↓
①』
ぴ
O↓
じロ
O

《
切
Φ
』
ぴ愚

O
じ口Φ
↓
》

国

〉
』
ぴ竃
p。
=
O×

《
「
Φ
O
口O
』
=
↓国
閑
p。
》

●
」≦
類
=
∩お

一Φ
㊤
①
●

(初

版

は

-
じ口
§

臣
δ
ρ

HO
漣

が

あ

る

)
。

(26

)

例

え

ば

府

主

教

マ

カ

ー

リ

ー

は

、

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス

キ

ー

の

穏

健

な

見

解

に

言

及

し

て

い

る

。

寓

奚

卷

§

(ゆ
賓
≒

9。
区
o
し。
)寓

国
弓

自

。
自

↓

寓
。
臾

。
。・
臾

§

=

ズ
O』
O
ヨ
①=
O
民
=丼
国
O
↓O
O
=国

O
賓
O
O穴
O
邸

員
①O
区
切
国
'
ス
=
●
α
●
①
・
国
ω員
ρD
↓
Φ』
『
O↓
団
O

O
=
鋤O
O
,

口
0
8

9

,。
蓉

=
臾

。
8

0σ
,。
蠧

,。
竃
臾

。
8

ぎ

爵

自

ぴ
奮

・

寓

4

H
り
㊤
①
●

(
初

版

は

一
G。
α
マ

一
〇。
○。
。。
)
。

ま

た

屮

=
b

』
o
冨

'《
口
o
肩

o
↓
o
。6
区
①

切
需

∩
↓
奠

o
邸
釜

§

=

口
o
自

霞

臣

均

×
o
・。
=
息

=

O
国
Φ
↓
O
図
O
罫

切
』
的
∩
↓
国

℃
①
`
国

コ
O
O
口
O
』
=
↓
O
邸
》
-
《
切
O
Φ
O
弓
O
訳
p。
国

k
エ
=
凶

H
α
Φ
①

7

類
O
α
P
尸Φ
O
↓
切
Φ
国
=
O
-口
O
』
=
↓
国
』
Φ
O
閑
国
頴

α
O
O
げ
α
pD

=
ρΩ

蟹
閑
O
自o
国
=
Φ

冨

切

切
Φ
』
O
O
<
∩
O
=
=

じロ

丙
O
=
月
の

×

ノ
丶
り

=
pΩ
`
pユ
』
Φ

×

<

H
H
一

切
・幽
。
一.●
寓

O
O
内
じロ
ρΩ
℃
コ
工
角
O
=
閑
博
切
国
α
』
国
O
↓
①
開
四

駁
=
∩
↓
国
、『
k
↓
鋤

g

窃

差

。
。。
Φ
髫

臣

国

=

9

自

p。
工
琴

↓
巽

5

一
㊤
㊤
9

ρ
一
誤

●
に

も

同

じ

指

摘

が

あ

る

。

(
72

)

望
属=
国
切
狽
O内
望
ζ
Φ
=↓
鋤
×
.
一≦
国
工
∩
♂

』
<

=̀
∩
O
兮
国罫

一
⑩
㊤
メ

ρ

一
ω
OQ
●

(
28

)

シ

ク

ス

ト

ゥ

ス

五

世

や

パ

ウ

ル

ス
五

世

宛

て

の
、

ラ

テ

ン

語

で

書

か

れ

た

書

簡

は

ヴ

ァ

チ

カ

ソ

の
書

庫

で

発

見

さ

れ

て

お

り

、

次

の
書

物

に
転

載

さ

れ

て

い

る
。

<
①
什Φ
目
P

ζ

O
ロ
ニ
ヨ

Φ
昌
畠

℃
皀
O
巳

四
Φ

簿

い
津
げ
亘
蝉
巳
p。
P

O
Φ
昌
岳
⊆
B

ρ
二
①

聞
一旨
一ロ
ヨ

餌
『
⊆
目口
＼
寓
δ
けO
ユ
餌
ヨ

ロ
一口
ω
叶『
四
口
ぼ
餌
＼
竃

9
×
一ヨ

鋤
ヨ

℃
鋤
「
け①
【口

Z
O
昌
α
⊆
田

国
山
一け
鋤

Φ
×

↓
90
び
二
一①
『一一ω

<
鋤
ぼ
〇
四
P
一ω
＼

∪
Φ
b
『
9
β
O
叶
鋤

O
O
　
①
O
け
四

⇔
O

ω
Φ
ユ
Φ

O
ゴ
目
O
昌
O
一〇
ひq
寄
①

U
δ
b
O
ω津
鋤

9
げ

》
¢
σq
ロ
ω菖
⇒
O

↓
げ
虫
⇒
Φ
『
●
日
O
田
二
ω

↓
①
同
菖
信
ω
.

一
㎝
QO
α
1
目
①
ゆ
①
'
幻
Φ
b
同
○
α
亘
O
口
O

O
げ
O
けO
けく
O
け
鋤

Φ
α
一菖
O
昌
動

一
〇Q
①
O
I
H
O◎
①
宀

○
ω
口
甲

げ
『
口
O
評
鴇
O
陣
O

N
Φ
目
Φ
お

一
Φ
①
P

歹

N
一
ー
bO
bO
u
虧
]■1
虧
N

cQ
㊤
ー
㊤
ρ

卜◎
QQ
cQ
噂
悼
㊤
ら
i
bO
Φ
9

(
29

)

『
日

本

遣

歐

使

者

記

』

木

下

杢

太

郎

訳

/

勾
四
〇
〇
皀
8

α
餌

O
鼠
α
o

O
9
鋤
一鉱
①
同
二
者

因
Φ
一鋤
ぼ
O
昌
一
α
Φ
=
9

<
Φ
口
く
什9

α
Φ
αq
一一
鋤
ヨ

び
餌
ω
O
一鋤
けO
ユ

O
一四
〇
〇
昌
Φ
臨

鋤
菊
o
日

餌

ゆ
口
o
鋤
一冨

O
費

葺

四
α
一
ご

ω
げ
8

四

東

京

岩

波

書

店

、

一
九

三

三

。

(30

)

こ

れ

は
、

一
五

八

五

年

に
教

皇

グ

レ

ゴ

リ

ウ

ス
十

三

世

の

も

と

へ
派

遣

さ

れ

た

日

本

人

の
大

使

の
手

に

よ

っ

て

[日

本

語

で
]

又

は

ロ

ー

マ
字

で
書

か

れ

た

板

な

り

。

[最

初

は

]

ポ

ー

ラ

ン

ド

国

王

の
使

者

、

ル

ー

ッ

ク
市

の
司

教

ベ

ル

ナ

ル
ド

・

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー

博

士

[
が

持

っ

て

お

ら

れ

た

]

も

の

で
あ

り

、

そ

の
後

[司

教

の
]

大

い

な

る

慈

悲

の
印

と

し

て

、

ま

た

は

子

孫

の
為

の
記

念

品

と

し

て
、

司

教

の
意

思

に
応

じ

て
、

ク

ラ

ク

フ
市

の

ア

カ
デ

ミ

ー

の
図

書

館

へ

一
五

九

九

年

に

寄

贈

さ

れ

た

。

(
31

)

ラ

テ

ン
語

の
諺

で

、

「
本

に

も

夫

々

の

運

命

が

存

在

す

る

」
。

(
32

)

ル

ー

ツ

ク

司

教

ベ

ル

ナ

ル
ド

・

マ
チ

ェ

ヨ

フ

ス
キ

ー
。

(
33

)

詩

篇

、

九

十

三

、

一
。

主

こ

そ

王

。

威

厳

を

衣

と

し
、

力

を

衣

と

し

、

身

に
帯

び

ら

れ

る
。

御

座

は

い

に

し

え

よ

り

固

く

据

え

ら

れ

、

あ

な

た

は

と

こ

し

え

の
昔

か

ら

い

ま

す

。
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(
34
)

詩
篇

、
百

十

七
、

一
、

二
。

す

べ

て

の
国

よ
、
主

を
賛

美

せ

よ
。

す

べ

て

の
民

よ
、

主
を

ほ

め

た
た

え

よ
。

主

の
慈

し
み

と
ま

こ

と

は
と

こ

し
え

に
わ

た

し

た
ち

を
超

・兄
て
力

強

い
。

(聖

書

新

共
同

訳

日
本

聖
書
協

会

東

京

一
九

九

九
)
。

(
35
)

ラ

テ

ン
語

の
テ

ク

ス
ト

の
翻
訳

を

コ
ズ

ロ
ー

フ
ス
カ
氏

の
手

紙

で
参
照

。

(
36
)

こ

の
感

謝

状

は
様

々
な
資

料

に
転

載

さ

れ
、

上

述

の
松

田

毅

一
の
研

究

(二
七

七

頁
)

に
も

含

ま

れ

て

い
る
。
原

文

は
ヴ

ァ
チ
カ

ン
書

庫

に
保

存

さ
れ

て

い
る
。

(
37
)

様

々
な
事

柄

に

つ
い
て
御
教

示
頂

い
た
先

生
方

、

岡
本
崇

男

、
長

志
珠

絵
、

中
村

喜
和

、
畠

山
雄

三
郎

、
松

川

ソ

フ
ィ
ア
と
松

川
克
彦

に
謝

意

を
表

す

る
。
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